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【Finger Board Pro】 
本書は向け電子教材作成アプリ Finger Board Pro の使用法ガイドブックです。Finger 
Board Pro は Apple App Store からダウンロードできます。 

【準拠バージョン/端末】 
本書の内容は Finger Board Pro バージョン 3.0.0 の仕様に準拠しています。ご使用のアプ
リのバージョンによっては、本書の内容と異なる点があるかもしれません。 
Finger Board Pro はユニバーサルアプリであるため、iPad / iPhone の両方でご使用になれ
ますが、 iPad 版と iPhone 版で UI や 機能に若干の違いがあります。本書では iPad 版の操
作画面で解説を行っているため、 iPhone 版をご使用の場合には、一部の画面構成が違った
り、ご使用になれない機能がある場合があります。 

【練習用ファイルのダウンロード】 
本書の解説をご覧になりながら、実際にご自身で操作していただけるように、練習用ファイル
を準備してあります。練習用ファイルはウェブ上からダウンロードしていただけます。詳しく
は次ページをご参照ください。 

【閲覧方法】 
本書はPDFファイルでダウンロードしてご覧いただく形となっております。PDFファイルでご
覧いただいている場合は、目次ページなどで参照先の項目をタップすることで、該当のページ
にジャンプすることができます。 
本書を紙でご覧になりたい場合は、PDFファイルを印刷の上、ご使用ください。 

【著作権】 
本書及び本書に含まれる全ての著作物の著作権は Semiosis株式会社に属します。 
ご使用者には本書のダウンロードや配布を自由にしていただくことができます。但し、改編の
上での配布などの二次使用や商用目的での配布は禁止とさせていただきます。 
著作権についてご不明な点がありましたら、support@fingerboard-app.comまでお問い合
わせください。 

本書が Finger Board Pro によるよりよい教育の提供に役立つことを願っております。 

2016/11/07 
Finger Board 開発チーム一同

序文

https://itunes.apple.com/jp/app/finger-board-pro-create-your/id922754174?mt=8
mailto:support@fingerboard-app.com?subject=


ダウンロードデータについて

(1) ファイルをダウンロードして展開する

① iPadでSafariを開いて上記のURLにアクセ
スする。 

② ダウンロードが完了すると、下のような画
面が現れるので、「Finger Board Pro で
開く」をタップする。

③ Finger Board Pro が自動で起動して、
ファイルのインポートが開始されるので、
インポート完了を待つ。

④ インポートが完了すると、ファイルを開く
かどうか確認するダイアログが現れるので、
「はい」を選択してファイルを展開する。

(2) 該当の素材ページに移動する。

① マニュアルで参照中の項目をタップする。 ② メニューが現れるので、「リンク先ページ
を表示」を選択する。

③ 該当のセクションの素材用ページが表示さ
れる。

素材ファイルのダウンロード・使用方法

http://www.fingerboard-app.com/tutorial/guidebook/Guidebook%20examples.fbd

サンプル素材ダウンロード用リンク

以下のURLにアクセスして、ファイルをダウンロードすることができます。 
PDFファイルで閲覧している場合は、URLをタップするとファイルのダウンロードが開始されます。 
右のQRコードを利用してURLにアクセスすることもできます。
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http://www.fingerboard-app.com/tutorial/guidebook/Guidebook%20examples.fbd
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 1. ファイル操作

1A

ファイル追加ボタン： 
このボタンをタップして、ファ
イルを追加します。

ファイルリスト選択ボタン： 
「Main」を選択すると、メ
インのファイルリストが表示
されます。「Audio / Movie 
/ Document」を選択する
と、各素材ファイルが表示さ
れます。

ファイル詳細情報パネル： 
ファイルの詳細情報が表示さ
れます。上部に表示されたサ
ムネイル部分をタップすると、
ファイルを開くことができま
す。

検索用タグリスト： 
検索用のタグを作成したり、
作成したタグでファイルを検
索したりします。

ファイルリスト： 
メインファイルや素材ファイ
ルなどを表示します。 
項目上を長押しするとファイ
ル名の変更、項目上で指を左
にスライドさせると、項目の
削除ができます。

ファイルライブラリの画面構成

ファイル操作の例

(1) ファイルを作成して展開する

① ファイル追加ボタンをタップして、ファ
イル追加メニューを表示します。 

② 「新規作成」をタップしてファイルを作
成します。

③ ファイルが作成されて、ファイル詳細情
報パネルが表示されるので、パネル上部
のサムネイル表示欄をタップします。(パ
ネルが表示されない場合は、ファイル名
をタップして表示させます。)

④ ファイルライブラリが閉じられるととも
に、ファイルが開かれ、1枚目のカード
とカード一覧パネルが表示されます。(画
面左下の「≡」アイコンをタップすると、
ファイルライブラリに戻ります。)

(2) ファイルを削除する

① 削除したい項目の上に指を置い
て、左にスライドさせる。

② 削除ボタンが現れるので、タッ
プする。

① 名前を変えたい項目の上に指を
置いて、長押しする。

(3) ファイル名を変更する

② 入力パネルが現れるので新しい
ファイル名を入力して確定する。

スライド 長押し

ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

Finger Board 内にあるメインファイルやリンク用のメディア・書類ファイルはファイル
ライブラリで管理します。ここでは、ファイルライブラリの構成を確認します。

新規にファイルを作成したり、作成したファイルの名前を変えたり、ファイルを削除し
たりする方法を確認します。
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カード編集画面の構成

カード編集画面のパネル展開

ドラッグ

ドラッグ
ドラッグ

(1) カード一覧パネルを表示する

① 画面右のハンドルを右にドラッグするか、
ハンドル周辺をタップする。

② 画面左端からカード一覧パネルが現れ
る。

① 画面上のハンドルを下にドラッグするか、
ハンドル周辺をタップする。

② 画面上端から展開中ファイルパネルが現
れる。

① 画面上のハンドルを右にドラッグするか、
ハンドル周辺をタップする。

② 画面右端からオブジェクト追加パネルが
現れる。

(2) 展開中ファイルパネルを表示する (3) オブジェクト追加パネルを表示する

(1) カード一覧パネル

(2) 展開中ファイルパネル

(3) オブジェクト追加パネル
現在のファイルに含まれ
るカードの一覧を表示し
ます。(詳細は1A-5参照)

カード上にオブジェクトを追
加する際に使います。(詳細
は2Aを参照)

現在展開しているファイルの一覧を表示します。(ファイルは5件まで展開可能です。)

2. 各パネルの展開・収納

1A ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

カード編集画面では、左・上・右にパネルが格納されています。これらのパネルはファ
イル内でのカードの移動や管理、展開中の別のファイルへの移動などに使われます。

カード編集画面で、それぞれのパネルを展開する方法を確認します。
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カード移動時のパネル・ボタン

カードを作って、移動してみる

前カードボタン： 
ボタンをタップすると、ひと
つ前のカードを表示します。
現在のカードが先頭のカード
の場合はボタンがグレーアウ
トします。

次カードボタン： 
ボタンをタップすると、ひと
つ次のカードを表示します。
現在のカードが最後のカード
の場合はボタンがグレーアウ
トします。

カード追加ボタン： 
現在のカードの次に白紙のカー
ドを一枚作成します。

カードサムネイル： 
サムネイルをタップすると、
そのカードにジャンプします。

(1) カードを新規に追加する

① カード一覧パネルを表示する。 
② カード一覧パネル上部の「＋」アイコン

をタップする。 
③ 現在のカードの次に白紙カードが1枚追

加されたことを確認する。

(2) カード一枚ずつ移動する

① カード右下の「▼」アイコンをタップす
る 

② 一度タップするごとに、一枚ずつ次のカー
ドに移動することを確認する。

(3) 目的のカードにジャンプする

① カード一覧パネルを表示する。 
② カード一覧パネルの中から、目的のカー

ドのサムネイルを探して、サムネイル上
をタップする。 

③ 目的のカードに移動したことを確認する。

カードの並べ替えや削除、コピー
の方法は1A-5で解説しています。

Info

3. カード間の移動

1A ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

カードの移動を行うためのカード一覧パネルやカード移
動ボタンについて確認します。

カードを新規に作成して、カード移動をする方法を確認します。
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ファイル移動時のパネル・ボタン

ファイルタブ： 
ファイルの名前をタップすると、
そのファイルで最後に開いていた
カードにジャンプします。

「閉じる」ボタン： 
ボタンをタップすると、該当のファ
イルを閉じることができます。

ファイルライブラリボタン： 
ボタンをタップすると、ファイル
ライブラリを表示します。

展開中ファイルパネル： 
現在展開中のファイルの名前を表
示します。

ファイルを閉じたり移動したりする

(1) ファイルを閉じる

① 展開中ファイルパネルを表示する。 
② 閉じたいファイルの名前の右側の「ｘ」

マークをタップする。 
③ 該当のファイルが閉じられたことを確認

する。

(2) ファイルを開く

① カード左下の「≡」アイコンをタップし
て、ファイルライブラリを表示する。 

② 該当のファイルをタップして、ファイル
詳細情報パネル表示し、ファイルサムネ
イルをタップしてファイルを開く。

(3) 開いている他のファイルに移動する

① 展開中ファイルパネルを表示する。 
② 移動先のファイルの名前が表示されてい

るファイルタブをタップする。 
③ 目的のファイルのカードが表示されてい

ることを確認する。

4. ファイル間の移動

1A ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

ファイルの移動やファイル一覧の表示に使うパネルやボタンについて確認します。

ファイルを開いたり閉じたり、別のファイルに移動したりする方法を確認します。
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スライド

カード管理用のボタン

① カード一覧パネル上部の「＋」アイコ
ンをタップする。 

② 現カードの次にカードが追加されてい
ることを確認する。

① カード一覧パネル上部の歯車アイコンをタップして編集モードにする。 
② カードサムネイル右端の三本線のアイコン上に指を置いて、上下にスライドする。 
③ カードサムネイルがドラッグされるので、目的の箇所までドラッグする。 
④ 目的の箇所で指を離してカードサムネイルをドロップする。

① カードサムネイルの上に指を置いて、
左にスライドさせる。 

② カードサムネイル右端に現れる削除ボ
タンをタップして、カードを削除す
る。

① カード一覧パネル上部の歯車アイコンをタップして編集モードにする。 
② コピーするカードをタップで選択する。(選択されるとチェックマークがつきます。) 
③ カード一覧パネル上部のコピーアイコンをタップする。 
④ ペースト先のファイル・カードに移動して、ペーストアイコンをタップする。

(3) カードをコピー・ペーストする

(1) カードを追加する

カードの管理操作の例

(2) カードの並び順を変更する

(4) カードを削除する

カード編集アイコン： 
カードの追加や削除、並べ替え、コピー/ペーストを
行います。右端の歯車アイコンをタップすると、編集
モードのON/OFFが切り替えられます。

ドラッグ

ドロップ

選択

5. カード操作

1A ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

カードの並び順を変えたり、コピーペーストしたり、削除したりする方法を確認します。
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素材ファイルリスト

6. メディア・書類ファイルの管理

1A ファイル・カードを操作する 
ファイルを作成して展開したり、カード編集用の各パネルの使い方を解説します。

(1) 音声ファイルリスト

(2) 動画ファイルリスト

(3) 書類ファイルリスト

ファイル追加ボタン： 
リストにファイルを追加します。
「ミュージック」アプリから音声を取
り込んだり、「写真」アプリから動画
を取り込めます。また、新規に音声の
録音や動画の撮影を行います。

各種素材ファイル： 
Finger Board Pro アプリの中に保存さ
れている素材ファイルが表示されます。
ファイル名をタップすると、ファイルの
内容がプレビューできます。

ファイルエクスポートボタン： 
ファイルを外部に送信します。メール
に添付したり、外部アプリを通じてオ
ンライン上にファイルを保存できます。
また、PCに取り込むために iTunes 用
フォルダにファイルを書き出します。

ファイルリスト選択ボタン： 
ファイルリストの切り替えを行います。

【素材ファイルリスト】 
Finger Board Pro では、メインファイル内から
外部ファイルにリンクして、音声や動画を流した
り、PDFファイルや表ファイルなどの書類を表示
したりすることができます。ここでは、これらの
リンクファイルの管理方法について解説します。

素材ファイルを管理する

(1) 音声ファイルを新規に作成(録音)してリストに追加する。

① ファイルリスト選択ボタンで
「Audio」を選択して音声
ファイルリストを表示する。 

② 「＋」ボタンをタップする。

② 「録音」を選択すると、録音
が始まるので、音声を入力し、
終わったら「停止」をタップ
する。

③ ファイル名入力用のフィール
ドが表示されるので、任意の
ファイル名を入力して、「確
定」をタップする。

④ ファイルリスト内にファイル
が追加されていることを確認
する。 

⑤ ファイル名をタップして、音
声が再生されることを確認す
る。

録音：新規に音声を録音します。 
「ミュージック」から追加：「ミュージッ
ク」アプリ内の音声を追加します。 
iTunesから追加：iTunesを介してPCから
取り込んだファイルをリストに追加します。

動画を撮影：新規に動画を撮影します。 
カメラロールから追加：「写真」アプリ内
の動画をリストに追加します。 
iTunesから追加：iTunesを介してPCから
取り込んだファイルをリストに追加します。

iTunesから追加：iTunesを介してPCから
取り込んだファイルをリストに追加します。

(1) 音声ファイル追加メニュー (2) 動画ファイル追加メニュー (3) 書類ファイル追加メニュー

iTunesを介してファイルを取り込む
方法やメール添付・クラウド上に保存
されたファイルを取り込む方法につい
ては、1C-3で説明しています。

Info

音声を新規に録音して音声ファイルリストに追加する
方法を確認します。

リンク用に Finger Board Pro 内に保存したファイルを管理するリストの使い方につい
て確認します。
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各モードにおける編集機能とタッチ機能の呼出し

タッチ機能メニューの表示 タッチ機能の呼び出し

ツールパネルの表示 簡易編集メニューの表示 何も起きない

タップ 長押し

(1) 編集機能の呼び出し

(2) タッチ機能の呼び出し

タッチ機能の呼び出し

タップ タップ タップ

編集モードでは、オブジェクトをタップするとオブジェクト編集用のツールパネルが現れます。提示モードでは、オブ
ジェクトを長押しすることで、簡易編集メニューが現れます。学習モードでは編集関係の機能は無効になっています。
(オブジェクト編集機能の詳細については3Aを参照)

編集モードでは、タッチ機能(4A-D参照)の設定されたオブジェクトをタップすると、タッチ機能編集メニューが現
れるので、そこからタッチ機能を呼び出します。提示モードと学習モードでは、オブジェクトをタッチするだけでタッ
チ機能が呼び出されます。

1. 各モードでの編集・タッチ機能の呼出し

1B 使用コンテクストの設定と特徴 
編集モード・提示モード・学習モードの特徴について解説します。

各モードの特徴により操作の異なるところを確認します。

Finger Board Pro には、カードの使用用途に合わせた3つのモードが準備されています。使用
する目的に合わせてこれらのモードを切り替えて使用しましょう。 
- 編集モード：カードを編集する際に使用するモード。全ての編集機能が有効です。 
- 提示モード：カードを使ってプレゼンテーションするためのモード。提示用の表示に最適化さ
れています。 

- 学習モード：カードを使って学習する際に使用するモード。学習用の機能に最適化されていま
す。Finger Board for Students とほぼ同じ挙動となり、オブジェクトの編集はできません。

2. タップ操作



移動不可

×

移動不可
×

移動不可

×

13

(1) カード直下に配置されたオブジェクトの移動 (2) アクティブなボックス内での移動

(3) アクティブなボックス内からボックス外への移動

(6) 複製ドラッグオブジェクトの移動 (アクティブなボックス内へ)(5) 複製ドラッグオブジェクトの移動 (カード直下へ)

(4) アクティブなボックスから別のアクティブなボックスへの移動

カード直下に直接配置されたオブジェクトは移動することができま
せん。

グループ/マグネットボックス内のオブジェクトをグループ/マグ
ネットボックス内で移動させることができます。

移動可能

移動可能

グループ/マグネットボックス内のオブジェクトを外に出すことは
できません。(ドラッグはされますが、ドロップするとグループ/マ
グネットボックス内に戻されます。)

グループ/マグネットボックス内のオブジェクトを別のグループ/マ
グネットボックス内で移動させることができます。 

移動可能

• 複製ドラッグでドラッグされたオブジェクトをカード直下に移動
することはできません。(ドラッグはされますが、ドロップする
と、複製ドラッグしたオブジェクトは消去されます。)

複製ドラッグでドラッグされたオブジェクトをグループ/マグネッ
トボックス上にドラッグすることができます。 

学習モードにおけるオブジェクト移動の制限

【使用コンテクストとオブジェクトの移動の制限】 
編集モードと提示モードに関しては、オブジェクトの移動に関する制限はありませんが、学習モードについては、移動させられる
オブジェクトや、オブジェクトを移動させられる場所についての制限があります。これは、学習時に学習者が制作者の意図しない
変更を加えてしまうことを防ぐための仕様です。以下では、学習モード時のオブジェクト移動の制限について確認します。

学習モードにおけるオブジェクト移動は、(ⅰ)移動するオブジェクトがアクティブなグループ/マグネットボックス内の要素であるか
どうか、(ⅱ)移動先がアクティブなグループ/マグネットボックスであるかどうか、また、(ⅲ)移動するオブジェクトが複製ドラッグオ
ブジェクトであるかどうか、ということと関係しています。グループ/マグネットボックスについては3D-3, 4で、複製ドラッグについ
ては3E-2で詳しく説明していますので、そちらを参照してください。

Point !

「高度な設定」内の「学習モード制限解除」(3E-2参照)をONにすると、カード直下のオブジェクトを移動させたりオブジェクト
をカード直下に移動させたりすることも可能になります。(複製ドラッグオブジェクトをカード直下に配置することはできません。)

Info

2. ドラッグ操作

1B 使用コンテクストの設定と特徴 
編集モード・提示モード・学習モードの特徴について解説します。

学習モードでは学習用の操作に最適化するため、移動操作に制限がかけ
られています。この制限について確認します。

Sample
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メールで送信他のアプリに送る 
(SNS/クラウドを利用)

AirDropで送る

ファイル送信手段の概要

iTunesに送る

ファイルをSNSやクラウドで共有する際に使います。ファイ
ルをiPad内のSNSアプリ・クラウドアプリに送って、送信
先のアプリでアップロードを行います。

近距離通信の仕組み(AirDrop)を使って、ファイルを近くに
ある iPhone / iPad / Mac に送信します。インターネット
に接続していなくても、無線で送信することができます。

クライアントソフト (iTunes) を使って有線でPCに取り込みます。
(PC側にiTunesをインストールしておいてください。)

メールで送信します。ファイルは添付ファイルとして送信され
ます。(予め iPhone / iPad のメール設定を済ませておいてく
ださい。)

無線・ネット接続必要 無線・ネット接続必要

無線・ネット接続不要 有線・ネット接続不要

オンラインにファイルを保存してみる

① 画面下のファイル名表示フィー
ルドをタップする。

② メニューから「このファイル
を送る」を選択する。

③ メニューから「他のアプリに
送る」を選択する。

④ 「編集中ファイルとして書き
出す」を選択する。

⑤ アプリの一覧からDropBoxを
選択する。

⑥ 保存先のフォルダを選択して
保存する。

【メインファイルの書き出し方式】 
メインファイルの書き出し方式には (a)「編集中ファイルとし

て書き出し」と (b)「最終版ファイルとして書き出し」の2種類が
あります。前者の場合、ファイルの取り込み先で継続して編集が
可能ですが、リンクされたファイルは含まれないので、別途送信
する必要があります。後者の場合、リンク先のファイルも含まれ
ますが、ファイルは学習モードのみでの動作となり、編集はでき
なくなります。(学習モードの機能制限は1B-2, 3を参照)

Point !

1. ファイル送信の手段

1C ファイルを送受信する 
各種のデータを送信する方法や、受け取る方法、また、受け取ったファイルを管理する方法を解説します。

ファイルを送信する手段は複数あり、それぞれに特徴があります。これらの手段とそれ
ぞれの特徴について確認します。

クラウドサービスを使ってオンライン上にファイルを保存する操作を確認します。
(DropBoxを使った例を紹介します。予めDropBoxアプリを入れておきます。)
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様々なファイルの送信

【送信できるファイルの種類】 
Finger Board Pro から外部に送信できるデータには、次のようなものがあります。 
(1)メインファイル：カードのデータが含まれたファイル全体のデータです。拡張子は「.fbd」になります。 
(2)素材ファイル：リンク用のメディア・書類ファイルです。拡張子はオリジナルのファイルの拡張子を引き継ぎます。 
(3)オブジェクト：カード内のオブジェクトのデータです。拡張子は「.fbi」になります。タッチ機能(4A参照)の設定も保持されま

す。受け取った先で再編集ができます。 
(4)カード：カード自体のデータです。拡張子は「.fbp」になります。カード内のオブジェクトのデータが含まれます。プレゼンテー

ション機能(5A参照)のデータも保持されます。受け取った先で再編集ができます。

① 書き出すオブジェクトをコピー
する。(3F-1参照)

(1) メインファイルの書き出し (3) オブジェクトの書き出し

② コピーした項目をサムネイル
表示する。

③ サムネイル左上の雲アイコン
をタップする。

④ ファイル名を指定して、「確
定」をタップすると送信メ
ニューが表示される。

(4) カードの書き出し

① ファイルライブラリを表示す
る。

② 送信したいファイルの右側の
エクスポートアイコンをタップ
する。

③ 「送る」を選択して送信メ
ニューを表示する。

① 書き出すカードをコピーする。
(1A-5参照)

② 「他のアプリに送る」を選択
する。

③ ファイル名を指定して、「確
定」をタップすると送信メ
ニューが表示される。

メインファイルのエクスポートは、展開中のカー
ド下部のタイトル表示欄から行うこともできます。

Info

2. 各種ファイルの送信方法

1C ファイルを送受信する 
各種のデータを送信する方法や、受け取る方法、また、受け取ったファイルを管理する方法を解説します。

Finger Board 内にある様々な種類のデータをファイルとして外部に書き出せます。ここ
では、それぞれのデータの書き出し・送信方法を確認します。

(2) 素材ファイルの書き出し

① ファイルライブラリで音声ファ
イルリストを表示する。

② 送信したいファイルの右側の
エクスポートアイコンをタップ
する。

③ 「送る」を選択して送信メ
ニューを表示する。
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【ファイルの受信方法について】 
(1)他のアプリから：端末内の他のアプリからファイルを取り込みます。オン

ライン上に保存されたファイルやメールで送信されたの添付ファイルを取
り込むことができます。 

(2)他の端末からAirDropで：Apple社の製品同士はインターネット環境が
なくても無線の近距離通信(AirDrop)でファイルの受け渡しが可能です。 

(3)PCからiTunesで：クライアントソフト(iTunes)経由でiPad内に取り込ん
だファイルを取り込むことができます。

3. ファイル取り込みの手段と方法

1C ファイルを送受信する 
各種のデータを送信する方法や、受け取る方法、また、受け取ったファイルを管理する方法を解説します。

他のアプリから

他の端末から 
AirDropで

PCから 
iTunesで

ファイル受信手段の概要

クライアントソフト (iTunes) を使って送られた
ファイルを取り込みます。

近距離通信の仕組み(AirDrop)を使って
送られたファイルを取り込みます。

ファイルを受信して開いてみる

(1) メールの添付ファイルを取り込む
① メールの添付ファイルをタッ

プします。

② 送り先を選択するメニューが
表示されるので、Finger 
Board Pro を選択します。

(2) AirDropで送られたファイルを取り込む

① AirDropで送られたファイル
の受信完了を待ちます。

② 送り先を選択するメニューが
表示されるので、Finger 
Board Pro を選択します。

③ インポート処理の進捗が表示
されるので、完了するまで待
ちます。

④ インポートが完了すると、ファ
イルの展開確認メッセージが
表示されます。

クラウドサービスを使ってオンライン上にファイルを保存する操作を確認します。
(DropBoxを使った例を紹介します。予めDropBoxアプリを入れておきます。)

端末内の他のアプリから Finger Board Pro 
内にファイルを送ります。

ファイルを受信する手段は複数あり、それぞれに特徴があります。これらの手段とそれ
ぞれの特徴について確認します。

【受信したファイルの保存先・使用方法】 
受信したファイルの保存先・使用方法はファイルの種類によっ
て異なります。 
(1)メインファイル：カードのデータが含まれたファイル全

体のデータです。メインファイルリストに保存されます。 
(2)素材ファイル：リンク用の音声・動画・書類ファイルで

す。それぞれの素材ファイルリストに保存されます。 
(3)オブジェクト：カード内のオブジェクトのデータです。
クリップボードに保存され、「コピーした項目の貼り付
け」で任意のカード上に配置できます。(3F-1参照) 

(4)カード：カード自体のデータです。コピーされたカード
として受信され、任意のファイルにカードをペーストする
ことでファイル内に取り込めます。(1A-5参照)
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音声などの埋め込み・リンク(4D-1～4)をもつ
オブジェクトにアイコンを表示します。

(1) 埋め込み・リンク情報アイコンの表示
オブジェクトの移動時にグリッド線に沿って
配置されるようになります。

(2) グリッド吸着
スマートフォンで表示する際に表示可能な領
域をガイド表示します。

(3) スマートフォン用サイズ

二本指でのピンチイン・ピンチアウトでカー
ドを拡大/縮小する機能を切り替えます。

(4) カードズーム機能
プレゼンテーション表示(5A-3)を行う際のア
ニメーションの方式を設定します。

(5) プレゼンテーション表示方式
カード上のどこを触れているかを表示するポ
インタの種類を設定します。

(6) ポインタ設定

自動再生が設定されたオブジェクトの自動再
生を一時的に一括して無効にします。

(7) 音声自動再生の無効化
学習モードでの使用をキーボードで行うため
の設定を切り替えることができます。

(8) 支援用キーボード
画面外に出てしまって戻せなくなったオブジェ
クトを画面内に戻します。

(9) 画面外のアイテムを画面内に戻す

現在のページの状態を保存しておいて、後で
復元できるようにします。

(10)ページ保存/復元
各種設定をアプリのインストール時の状態に
戻します。(作成したデータは消えません。)

(11)設定のリセット

【ステージ設定パネル】 
ステージ全体に対して行う各種設定を切り替えます。この設定はファイル単位ではな
く、アプリ単位の設定となり、全てのファイルに対して同じように適用されます。 
また、このパネルから現在展開中のカードの状態を保存・復元することができます。

移動アニメーション

自動再生無効

ピンチイン

1D ステージ全体の設定を行う 
アプリ全体に対して行う設定項目について確認します。

1. ステージ設定

ステージ設定パネル

支援用キーボードのキー操作： 
①「←→」でフォーカスするオブジェクトの
変更。②「ENTER」でフォーカス中のオブ
ジェクトを選択。③「SPACE」キーでフォー
カスを解除。「↑↓」キーでページ移動。

Info
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Chapter. 2

Contents
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1. オブジェクト追加パネルの概要

オブジェクト追加パネルの構成

2A カードにオブジェクトを追加する 
カードに文字やイラスト・写真などの各オブジェクトを配置したり削除したりする方法を解説します。

カード上には、文字や画像など、さまざまなオブジェクトを追加・配置できます。ここ
では、ページ上にオブジェクトを配置するためのオブジェクト追加パネルについて見ます。

カード上に文字オブジェクト
を追加します。(2A-2参照)

① テキスト

カード上に、アプリに初めか
ら入っているイラストを画像
オブジェクトとして追加しま
す。(2A-4参照)

③ アプリ内画像

カード上に、線オブジェクト
を追加します。(2A-5参照)

⑤ 線

プレゼンテーション用に保存しておい
たオブジェクトをカード上に追加した
り、管理したりします。(5A-1参照)

⑦ プレゼンテーション項目

カード上に、iPad / iPhone 
で撮影した写真や、写真アプ
リに保存されている画像を画
像オブジェクトとして追加し
ます。(2A-3参照)

② アルバム内画像

アプリ内に保存しておいたユー
ザー作成のオブジェクトをカー
ド上に追加したり、管理した
りします。(3F-3参照)

④ アプリ内に保存した項目

カード上に手描き線オブジェ
クトを追加します。(5C-1参
照)

⑥ 手描き

マグネットボックス(3D-4参
照)やカードパック(5B-1参照)
のようなツールオブジェクト
をカード上に追加します。

⑧ その他の項目

コピーしておいたオブジェク
トをカード上に追加します。
(3F-1参照)

⑧ コピーした項目の貼り付け

オブジェクト追加パネルを開く/閉じる

オブジェクト追加パネル

① 開く：ステージ右下の「+」アイコンをタップします。 
② 閉じる：ステージの何もないところでタップするか、

「閉じる」をタップします。
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2. テキストの追加

フォント設定ボタン： 
言語を設定すると、その言語に応
じたフォントに設定されます。(入
力した言語と異なるフォントを選
択すると、文字が正常に表示され
ません)

テキスト追加ボタン： 
「確定」ボタンをタップすると、
カード上にテキストが追加されま
す。「分割」ボタンをタップする
と、空白を入れた箇所でテキスト
が分割されてカード上に追加され
ます。

テキストサイズ設定欄： 
ここで、カード上に追加するテキス
トのサイズを調整します。テキスト
のサイズはカード上に追加された際
に反映されます。(サイズは後から変
更することも可能です。)

テキスト入力欄： 
ここをタップすると、カード上にキー
ボードが現れます。キーボードでカー
ド上に追加したい文字を入力しま
す。

④ 確定ボタンをタップして入力を確定
する

テキスト追加パネルの構成

カードへのテキストを追加してみる

テキスト追加パネルは、カード上
の何もないところをダブルタップし
て表示させることもできます。

Info 1

一度カード上に追加した文字を
再編集するには、文字の上で長押
ししてください。テキスト編集パ
ネルが現れて、文字を再編集でき
ます。

① オブジェクト追加パネルボタンをタップして、
パネルを表示する。(オブジェクト追加パネル
は、カード右端のハンドルをドラッグして表示
させることもできます。)

② 「テキスト」を選択してテキスト追
加パネルを表示する。

③ カード上に追加したい文字列をキーボード
で入力する。

⑤ カード上にテキストが追加されたこ
とを確認する。

Info 2

2A カードにオブジェクトを追加する 
カードに文字やイラスト・写真などの各オブジェクトを配置したり削除したりする方法を解説します。

カードにテキストを追加するには、テキスト追加パネルを使います。ここでは、テキスト
追加パネルの構成について確認します。

カードにテキストを追加する方法について確認します。

テキスト追加パネル
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写真： 
ここに iPad / iPhone 内
に保存された写真の一覧
が表示されます。写真を
選ぶと、カード上に追加
できます。

キャンセルボタン： 
撮影をキャンセルします。

シャッターボタン： 
ここをタップすると、写真が
撮影されます。

① オブジェクト追加パネルボタンをタップし
て、パネルを表示する。(オブジェクト追加
パネルは、カード右端のハンドルをドラッ
グして表示させることもできます。)

② 「アルバム内画像」を選択して画像追加パ
ネルを表示する。

③ その場で写真を撮影する場合は「写真を撮
影」を、アルバム内にある画像を選択する
際は「アルバム内の写真を使用」を選択す
る。

アルバム画像追加時の画面

アルバム内画像/撮影した写真を 
カードに追加してみる

カメラロールの中には、
iPad のカメラで撮った画
像だけでなく、インター
ネット上からダウンロー
ドした画像なども保存し
ておけるので、これらの
画像を Finger Board 内
で利用することができま
す。(Safari上で表示した
画像を長押しするとカメ
ラロールに保存できま
す。)

Info 1④ 撮影対象を画面の真ん中に表示させ
て、シャッターボタンをタップする。

⑤ 「写真を使用」をタップ
する。

⑥ カード上に写真が追加されて
いることを確認する。

④' 追加したい写真が入っているカテゴリ
を選択する。

⑤' 追加したい写真を選択する。 ⑥' カード上に写真が追加され
ていることを確認する。

④ へ

④' へ

「写真」アプリの編集
機能を使えば、カメラロー
ル内の画像の要らない部
分をカットして使用する
ことができます。

Info 2

3. 端末内の画像/写真の追加

2A カードにオブジェクトを追加する 
カードに文字やイラスト・写真などの各オブジェクトを配置したり削除したりする方法を解説します。

iPad / iPhone のカメラで撮った写真などの画像の追加時の画面を確認します。

画像をカード上に追加する手順を確認します。

画像追加パネル
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アプリ内画像サムネイル： 
アプリ内画像リストから項目を選択
すると、画像のサムネイルが表示さ
れます。画像をカード上に追加する
には、サムネイルをドラッグします。

③ タグ選択パネル内から、カード上に追加す
るアプリ内画像のカテゴリを選択する。

④ リストから項目を選択して、サムネ
イルを表示させる。

アプリ内画像追加時の画面

カードにアプリ内画像を 
追加してみる

磁石マークのついたイラストはカードに追加した後で各パーツに分解できます。分解したイラストを他のイラ
ストと組み合わせてオリジナルのイラストを作ったりできます。分解するには、画像の上で長押しをします。分
解したイラストは、後でグループ化(3D-2)することで、またひとつのオブジェクトに戻すことができます。

Info

タグ選択パネル： 
ここでタグを選択すると、当該のカ
テゴリーの画像がリスト表示されま
す。

見出し検索バー： 
ここの上に指を乗せてスライドさせ
ると、該当の文字から始まる項目に
ジャンプすることができます。

アプリ内画像リスト： 
選択中のタグのカテゴリーに属する
イラストがリスト表示されます。

⑤ サムネイルをドラッグしてカード上
の追加したいところでドロップする。

① オブジェクト追加パネルボタンをタップし
て、パネルを表示する。(オブジェクト追加
パネルは、カード右端のハンドルをドラッ
グして表示させることもできます。)

② 「アプリ内画像」を選択してカテゴリリス
トを表示する。

⑥ カード上に画像が追加されているこ
とを確認する。

ドラッグ

4. アプリ内画像の追加

2A カードにオブジェクトを追加する 
カードに文字やイラスト・写真などの各オブジェクトを配置したり削除したりする方法を解説します。

アプリには、予め多くのイラスト(アプリ内画像)が準備されています。ここでは、アプリ
内画像使用時の画面を確認します。

アプリ内画像をカード上に追加する手順を確認します。

分解可能イラストアイコン： 
このアイコンのあるイラストは、パー
ツに分解することができます。

アプリ内画像追加パネル
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線の設定の概要

5. 線の追加

2A カードにオブジェクトを追加する 
カードに文字やイラスト・写真などの各オブジェクトを配置したり削除したりする方法を解説します。

先端アイコン： 
このアイコンをドラッグすると、線の線を自由に引き延
ばしたり、線の角度を変えたりすることができます。 
また、このアイコンをタップすると、先端設定パネルが
表示されます。

曲線制御アイコン： 
このアイコンをタップすると、直線モード
と曲線モードの切り替えができます。 
直線モード：線が直線になります。曲線
制御アイコンが赤色で表示されます。 
曲線モード：曲線制御アイコンをドラッ
グすることで、線を曲線にすることがで
きます。アイコンが緑色で表示されます。

先端形状ボタン： 
先端の矢印の有無を選択できます。

変形モード切り替えボタン： 
線の先端の変形モードを切り替えることが
できます。 
自由変形モード：線の角度を自由な角度
に設定できます。 
水平・垂直固定モード：線の先端が逆側
の先端と水平になるか、垂直になるよう
にのみ設定できます。

(1) 線をページ上に追加する

① オブジェクト追加パネルボタ
ンをタップして、オブジェク
ト追加パネルを表示する。 

② 「線」を選択して、文字がオ
レンジ色になったことを確認
する。

③ カード上に指を置いて線を描
きたい方向にスライドさせる。

④ 線が好きな長さになったら、
指を離す。

① 線をタップして選択状態にす
る。

スライド

線を追加して編集する

② 先端アイコン上に指を置いて、
スライドさせる。

③ 線を好きな角度、長さにして、
指を離す。

① 線を選択状態にする。 
② 先端アイコンをタップして先

端設定パネルを表示する。

② 「矢印ON」を選択する。

③ 先端に矢印が付いていること
を確認する。

① 曲線制御アイコンをタップす
る。

② 曲線制御アイコンが緑色になっ
たことを確認する。

③ 曲線制御アイコンをドラッグ
して、線を曲げる。

(2) 線の長さ・角度を調整する (3) 線の先端に矢印をつける (4) 線を曲線にする

線の色や太さは、通常のオブジェクトの色を変えたり、サイズを変えたりする
のと同じ方法で変えることができます。詳しくは3B-1を参照してください。

Info

カード上に、線を描画することができます。線は描画後に変形させたり、先端に矢印を
つけたりすることができます。

ここでは、線を描画した上で、長さや角度を調整したり、先端に矢印をつけたり、線を
曲線にしたりする方法を確認します。

スライド

スライド
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選択中オブジェクト： 
選択されているオブジェクトは
背景がグレーになります。

 オブジェクト選択中画面

オブジェクトの選択操作の例

オブジェクトの選択解除操作の例

(1) ひとつずつ選択する場合

① 選択するオブジェクトをタッ
プします。

② 複数のオブジェクトを選択す
る場合は、続けて別のオブジェ
クトをタップします。

(2) まとめて選択する場合

①  カードの何もないところから
指をスライドさせます。

(1) ひとつずつ選択解除する場合

① 選択を解除するオブジェクト
をタップします。

② オブジェクトの選択が解除さ
れたことを確認します。

(2) まとめて選択解除する場合

① カードの何もないところを
タップします。

② 全てのオブジェクトの選択が
解除されていることを確認し
ます。

ツールパネル： 
オブジェクトを選択すると、オブジェ
クト編集用のパネルが表示されます。 
オブジェクトの選択が解除されるとツー
ルパネルは非表示になります。 
ツールパネルについては、3A-1を参
照ください。

スライド

1. オブジェクトの選択

2B オブジェクトを選択・移動・削除する 
カード上に追加したオブジェクトを選択したり移動したり削除したりする方法を解説します。

オブジェクトを編集したり、複数のオブジェクトをまとめて操作するには、オブジェク
トを選択します。オブジェクト選択時の画面構成を確認します。

オブジェクトの選択は、タップでひとつずつ行う方法と指をスライドさせて範囲選択で
行う方法があります。これらの方法を確認します。

オブジェクトの解除は、選択中オブジェクトのタップでひとつずつ解除する方法と、一
気に解除する方法とがあります。これらの方法を確認します。

② 白い四角形に選択されたオブ
ジェクトがかかるようにして、
指を離します。

オブジェクトを選択しようとした時に、ツールパネルが邪魔で選択できない時があります。このような時は、ツールパネルをドラッ
グして移動させるか、画面端に格納してしまってください。この操作の手順については3A-1を参照ください。

Info 2

【オブジェクトが選択できない！】 
オブジェクトが選択できない時は、モード

が「提示モード」や「学習モード」(1B-2)
になっていないか確認してください。

Info 1
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オブジェクトを移動する

(1) ひとつずつ移動する場合

① 移動させたいオブジェクトの上に指を置
いて、ドラッグを開始します。

② オブジェクトを目的の位置までドラッグ
します。

(2) まとめて移動する場合

① 移動させたいオブジェクトを複数選択し
ます。

② 選択しているオブジェクトの上に指を置
いて、ドラッグを開始します。

③ 目的の位置で指を離してオブジェクトを
ドロップします。

オブジェクトを削除する

① 削除したいオブジェクトの上に指を置い
て、ドラッグを開始します。

② ゴミ箱の上までドラッグして、ゴミ箱の
フタが開いたことを確認します。

③ そのまま指を離してドロップすると、オ
ブジェクトがゴミ箱に吸い込まれます。

編集・削除のやり直し

① 一旦、オブジェクトを削除してみます。
③ オブジェクトがひとつ前の状態に戻って

いることを確認します。

③ 目的の位置で指を離して、オブジェクト
をドロップします。

ドラッグ ドロップ

スライド

ドラッグ

ドラッグ

ドロップ

ドラッグ ドロップ

② 画面右下のやり直しボタン(左向き矢印
アイコン)をタップします。

操作のやり直しは、削除操作だけでな
く、他の編集操作についても有効です。

Info

2. オブジェクトの移動・削除・やり直し

2B オブジェクトを選択・移動・削除する 
カード上に追加したオブジェクトを選択したり移動したり削除したりする方法を解説します。

オブジェクトはひとつずつ移動する方法と、複数まとめて移動する方法があります。以
下では、これらの方法について確認します。

オブジェクトの削除は、オブジェクトをゴミ箱にドロップすることで行えます。以下では、
この手順について確認します。

オブジェクトの編集や削除、追加は「やり直し」機能で取り消すことができます。以下
では、この方法について確認します。
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Chapter. 3

Contents
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1. ツールパネルの概要

ツールパネルの構成

3A

① パネルの端をドラッグする。

ドラッグ用ハンドル： 
パネルの端のハンドルをドラッグすると、パネルを移動させたり、一時的に画面端
に格納したりすることができます。

ツールパネルのモード切替： 
ツールパネルのモードをアイコンモード
とリストモードに切り替えられます。 
(1) リストモードは操作内容がリスト形
式になっているので操作が分かりやすい
ですが、必要な手順が多くなります。 
(2) アイコンモードはアイコンの意味を
覚える必要がありますが、操作の手順が
少なくて済みます。

② 目的の箇所でドロップする。

ドラッグ

ドロップ

ドラッグ

ドロップ

① ツールパネルをドラッグします。

② 画面端でドロップすると、画面端
に格納されます。

① 「アイコン表示」をタップします。

② ツールパネルがアイコンモードに
変更されたことを確認します。

格納されます

アイコンモード

オブジェクトを選択してもツールパネルが現れない場合は、カード端に格納されてしまっていないかどうか確認してみてください。
Info

ツールパネルの操作 
オブジェクト編集用のツールパネルの基本操作を解説します。

ツールパネルを操作してみる

(1) ツールパネルの移動 (2) ツールパネルの格納 (3) ツールパネルのモード変更

アイコンモード

リストモード

オブジェクトを編集する際には、ツールパネルから操作を行います。以下では、ツールパ
ネルの構成やモードについて確認します。

ツールパネルは、編集操作の邪魔にならないように移動させたり、隠したりできます。 
また、好みに応じて2つのモードを使い分けられます。
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1. サイズ・色・フォント

外観設定パネルの構成

サイズの変更： 
オブジェクトのサイズを拡大・縮小
します。一度タップする度に、25%
の比率で拡大・縮小されます。

文字色の変更： 
テキストの色を変更します。色は
「黒・赤・青・緑」の中から選べま
す。一番右のアイコンをタップすると、
色が明暗反転します。

フォントの変更： 
テキストのフォントを変更します。フォ
ントは「ゴシック・フォーマル」の
二種類から選択することができます。

枠・下線の設定： 
枠・下線設定パネルを表示します(詳
しくは3B-2を参照)。

③ 「大きく」ボタンをタップする。 ④ 赤い「A」マークをにタップする。 ⑤ 「フォーマル」ボタンをタップする。

外観の変更は、複数オブジェクトに対して同時
に行うこともできます。(複数オブジェクトの選択
方法は2B-1を参照) 
また、サイズの変更は、変形アイコンを使って

行うこともできます。(3B-3を参照)
Info

① 編集したいオブジェクトを選択
してツールパネルを表示する。

文字の色・サイズ・フォントを 
変えてみる

② ツールパネルの中から「外観を
変更する」を選択する。

サイズを大きく　 色を赤に
フォーマル
フォントに

3B オブジェクトの外観を変える 
オブジェクトのサイズや色を変えたり、装飾を施す方法を解説します。

オブジェクトの外観を変更するには、ツールパネル内に「外観設定パネル」を表示して
操作をします。ここでは外観設定パネルの構成について確認します。

文字・自動整列グループの整列方法
の指定： 
詳しくは3E-1を参照してください。

外観情報のコピー/ペースト 
詳しくは3F-2を参照してください。

ふりがな設定： 
漢字にふりがなを振ります。
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2. 枠・下線

枠・下線設定パネルの構成

枠線の設定： 
オブジェクトの周りの枠線を表示し
たり非表示にしたりすることができ
ます。 
色アイコンをタップすると、枠線の
色を変更できます。 
太さスライダーをドラッグすると、枠
線の太さを変更することができます。
矢印スイッチをオンにすると、枠線
を吹き出し風にすることができます。

背景の設定： 
オブジェクトに角丸四角形の背景を
表示したり非表示にしたりすること
ができます。 
色アイコンをタップすると、背景の
色を変更できます。 
透過度スライダーをドラッグすると、
背景の透過度を変更することができ
ます。

下線の設定： 
オブジェクト下の下線を表示したり
非表示にしたりすることができます。 
色アイコンをタップすると、下線の色
を変更できます。 
太さスライダーをドラッグすると、下
線の太さを変更することができます。

枠・背景のサイズ調整方法設定： 
オブジェクト枠・背景のサイズ調整
方法を設定します。 
・自動サイズ：オブジェクトのサイ
ズに合わせて枠・背景サイズが設定
されます。 
・固定サイズ：任意に枠・背景サイ
ズを設定することができます。

枠線を設定してみる
① 枠線ボタンを「ON」にする。 ② 色アイコン(赤)をタップする。

ドラッグ

② ツールパネルに枠・下線設定パネルを
表示して、サイズ調整スイッチを「固
定サイズ」にする。

③ オブジェクトを選択して、
右下の黄色のアイコンを
ドラッグする。

④ 好みのサイズになった
ら指を離してドロップ
する。

a. オブジェクトを選択して、ツールパネル
を表示。 

b. 「外観を変更する」を選択して、外観設
定パネルを表示。 

c. 「枠・下線」を選択して枠・下線設定パ
ネルを表示。

① 以下の手順で、枠・下線設定パネルを表示する。

① 上の手順を参考にして、オブジェクト
に枠線を設定しておく

枠/背景/下線はテキストだけでなく、画像やグループオブジェクトにも設定できます。Info

(1) オブジェクトに枠線を表示する

(2) 枠線のサイズを自由に調整する

3B オブジェクトの外観を変える 
オブジェクトのサイズや色を変えたり、装飾を施す方法を解説します。

オブジェクトには、枠や下線、背景をつけて装飾することができます。以下では、これ
らの設定を行う「枠・下線設定パネル」について確認します。

オブジェクトに枠線を設定して色を変更する手順・枠サイズを変える手順を確認します。

Sample
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3. オブジェクトの変形

変形アイコン

角度調整アイコン： 
角度調整アイコンをドラッグすると、
オブジェクトを回転させることがで
きます。 
角度の調整モードには (a)「自由設定」
と (b)「段階設定」があります。 
角度調整アイコンをタップすると、
角度の調整モードを切り替えること
ができます。 
(a)自由調整：アイコンが緑色になっ

ている時は角度が自由に設定され
ます。 

(b)段階調整：アイコンが赤色になっ
ている時は角度が5度ずつ調整さ
れます。

サイズ調整アイコン： 
オブジェクト四方の赤丸・緑丸アイ
コンをドラッグすると、オブジェク
トのサイズを変更することができま
す。 
角度調整アイコン同様、タップする
と自由調整と段階調整を切り替える
ことができます。 
(a)縦横比率維持調整：オブジェクト

の縦横比を維持したままサイズを
変更できます。 

(b)縦横比率自由調整：オブジェクト
の縦横比を自由に変更できます。
オブジェクトを縦長、横長にした
い時に使います。

反転アイコン： 
このアイコンをタップすると、オブ
ジェクトを左右反転することができ
ます。

① オブジェクトを選択して、変形
アイコンを表示させます。 

② 反転アイコンをタップします。

③ 画像が反転していることを
確認します。

① オブジェクトを選択して、変形ア
イコンを表示させます。 

② 角度調整アイコンを横にドラッグ
します。

③ 画像が回転していることを
確認します。

① オブジェクトを選択して、変形ア
イコンを表示させます。 

② サイズ調整アイコンを横にドラッ
グします。

③ 画像が拡大されていること
を確認します。

変形アイコンで変形してみる

(1) オブジェクトを回転する (2) オブジェクトを拡大する

(3) オブジェクトを反転する

改行調整アイコン： 
このアイコンをドラッグすると、テキストの改
行位置が調整できます。

(4) テキストの改行位置を調整する

① オブジェクトを選択して、変形アイコンを表示させます。 
② 改行調整アイコンを左にドラッグします。

③ 改行位置が変更されていることを確認します。

3B オブジェクトの外観を変える 
オブジェクトのサイズや色を変えたり、装飾を施す方法を解説します。

変形アイコンを使ってオブジェクトを変形する手順を確認します。

ドラッグ

ドラッグ

ドラッグ

Sample
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1. 整列・重ね順

位置調整パネルと重ね順調整パネル

寄せ位置の調整： 
オブジェクトの寄せ位
置を合わせます。

間隔の調整： 
オブジェクトの間隔を
合わせます。

一列に整列： 
オブジェクトを一列に
整列します。

(1) 位置調整パネル(横) (2) 位置調整パネル(縦)

(3) 重ね順調整パネル

前面へ移動： 
オブジェクトを前面へ移動します。

背面へ移動： 
オブジェクトを背面へ移動します。

整列機能を使ってみる

重ね順の調整機能を使ってみる

① 整列させるオブジェクトを選択
して、ツールパネルを表示する。

② 「位置を調整する」を選択して、
位置調整パネルを表示する。

③ 「一列に整列する」(横位置)を
選択する。

④ 選択したオブジェクトが一列に
整列されていることを確認する。

① 前面にあるオブジェクトを選択
して、ツールパネルを表示する。

② 「重ね順を変更する」を選択し
て重ね順調整パネルを表示する。

③ 「最背面に」を選択する。 ④ 選択したオブジェクトが背面に
回ったことを確認する。

位置を細かく設定する方法には、位置
調整パネルを使う以外に、「外観情報の
コピー/ペースト」(3F-2)や「グリッド吸
着」(1D-1)、「配置補助ツール」(3C-2)
を使う方法があるので、用途に応じて使
い分けてください。

Info

3C オブジェクトの配置を調整する 
オブジェクトの重ね順を変えたり、きれいに整列させたりする方法を解説します。

オブジェクトの重ね順を設定したり、オブジェクトをきれいに整列させたりするパネル
の使い方について確認します。

整列機能を使って、オブジェクトを横一列に整列してみます。

重ね順変更機能を使って、オブジェクトの重ね順を変更してみます。

Sample
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2. 配置補助ツール

3C 編集補助機能を使う 
オブジェクトをより便利に編集するための様々なツールについて解説します。

配置補助パネルの画面構成

オブジェクトを左右に移動させます。

オブジェクトの枠・背景の幅を調整します。

オブジェクトを上下に移動させます。

オブジェクトの枠・背景の高さを
調整します。

調整スライダー： 
スライダーをドラッグする
ことで値を設定します。

調整ボタン： 
ボタンをタップして1ピク
セルずつ値を設定します。

数値入力フィールド： 
数値を入力して値を設定し
ます。

配置補助ツールの使用例

① 位置を調整するオブジェクトを選択して、
ツールパネルを表示する。 

② 「位置・サイズ設定」を選択して配置補
助パネルを表示させる。

③ 配置補助パネル内の横位置調整スライダーを右
にドラッグする。(もしくは、スライダー右の
「＋」マークの虫眼鏡アイコンをタップする。)

④ オブジェクトが右側に移動したことを確
認する。

⑤ 配置補助パネル内の幅調整スライダーを(もしく
は、スライダー右の「＋」マークの虫眼鏡アイ
コンをタップする。)

⑥ オブジェクトの枠・背景の幅が拡大し
たことを確認する。

移動する

枠・背景サイズを変更するには、枠・
下線設定パネルで枠・背景のサイズ調
整方法を「固定サイズ」に設定してお
く必要があります。詳しくは3B-2を
参照ください。

Info

配置補助ツールを使って、オブジェクトの位置を調整したり、枠・背景サイズを調整し
たりしてみます。

配置補助パネル内のツールを使うと、オブジェクトの表示位置や枠サイズなどをピクセル
単位で細かく調整することが可能です。

Sample
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1. グループとマグネットボックスの概要

グループ/マグネットボックスについて

3D グループオブジェクトとマグネットボックス 
グループオブジェクトの作り方やグループ解除の方法、マグネットボックスの使い方を解説します。

Finger Board Pro でタッチ端末ならではのドラッグ操作を生かした教材を作成するの
に必要なマグネットボックス/グループオブジェクトの概要について見ます。

マグネットボックス

マグネットボックス

マグネットボックス

ドラッグ

ドロップ

正誤判定

ドラッグ

正誤判定

任意の場所にオブジェクトを配置するよ
うな問題を作って、正誤判定をする。

ボックス内に自由にオブジェクトを追加
＆削除して、正誤判定をする。

ボックス内の項目を滑らかなアニメー
ションで自由に並べ替える。

【マグネットボックスとグループオブジェクト】 
マグネットボックス、及びグループオブジェクトは Finger Board の最も大きな特徴の
ひとつです。マグネットボックス/グループオブジェクトをアクティブな状態にしてお
き、学習モード/提示モードで動作させることで、複雑な設定をすることなしにドラッグ
操作によるクイズや、滑らかな移動アニメーションによる提示・解説のためのタッチ教
材を作成することができます。

アクティブなマグネットボックス/グ
ループオブジェクトを学習モード時の移
動操作制限や複製ドラッグ機能と組み合
わせると、工夫次第で多様なタイプの教
材を自由に作成することができます。 
学習モードでの移動操作の特徴につい

ては、詳しくは1B-3を、複製ドラッグに
ついては3E-2を、正誤判定の設定方法に
ついては4C-3を参照ください。

Info

追加

アクティブに

非アクティブに

ドラッグ

ドラッグ

ドロップ
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2. グループ化とグループ解除

グループ設定パネル

自動整列グループ化： 
「自動整列グループ化」を選択する
と、オブジェクトが自動的に整列さ
れた状態でグループ化されます。 
整列の方法については整列方法設定
パネル(3C-2参照)で設定できます。

(通常)グループ化： 
「グループ化」を選択すると、オブジェ
クトがグループ化されます。 
グループ化されたオブジェクトはひと
つのオブジェクトとして操作できます。

グループ解除： 
「グループ解除」を選択すると、グルー
プ化が解除され、個々のオブジェク
トが別々のオブジェクトに戻ります。

グループ化/グループ解除操作の例

① グループ化したいオブジェクトを選択
して、ツールパネルを表示します。 

② 「グループ化する/分解する」を選択し
て、グループ設定パネルを表示します。

(1) (通常)グループ化

④ 選択したオブジェクトがグループ化さ
れていることを確認します。

③ 「グループ化」を選択します。

(2) 自動整列グループ化

① 自動整列グループ化したいオブジェクトを
選択して、ツールパネルを表示します。 

② 「グループ化する/分解する」を選択して、
グループ設定パネルを表示します。 

③ グループ設定パネル内で「自動整列グルー
プ化」を選択します。

⑤ 選択したオブジェクトが整列された状態
でグループ化されていることを確認します。

(3) グループ解除

① グループ解除 したいオブジェクトを選
択して、ツールパネルを表示します。 

② 「グループ化する/分解する」を選択し
て、グループ設定パネルを表示します。

③ 「グループ解除」を選択します。

④ 選択したオブジェクトのグループ化が
解除されていることを確認します。

3D グループオブジェクトとマグネットボックス 
グループオブジェクトの作り方やグループ解除の方法、マグネットボックスの使い方を解説します。

オブジェクトから通常のグループを作成する手順・自動整列グループを作成する手順・グ
ループ化を解除する手順について確認します。

オブジェクトをグループ化すると、複数のオブジェクトをひとつのオブジェクトとして操
作できます。ここでは「グループ化設定パネル」について確認します。

Sample

④ 整列方法を設
定して「確定」
します。(整列
方法の詳細は
3E-1参照)
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3. グループ編集機能

グループオブジェクトの編集機能

非アクティブアイコン： 
非アクティブなグループは選択時に、左下に赤
丸のアイコンが表示されます。このアイコンを
タップすると、グループをアクティブにするこ
とができます。

【アクティブなグループ】 
アクティブなグループはグループの中の要素を個別に
編集したり、グループの要素を追加したり、除外した
り、配置を換えたりすることができます。

【非アクティブなグループ】 
非アクティブなグループはひとつのオブジェクトとし
て扱われ、グループの中の要素を個別に編集したり、
グループから出し入れしたりすることはできません。

アクティブアイコン： 
アクティブなグループには半透明の白背景がつ
き、グループの左下には常に青丸のアイコンが
表示されます。このアイコンをタップすると、
グループを非アクティブにすることができます。

グループ上を
ダブルタップ

グループ上で
長押し

(1) グループをアクティブにする

グループオブジェクトを編集してみる

(2) 要素をグループから除外する

(3) 要素をグループに追加する (5) 要素を個別に編集する

(6) 要素を非アクティブに戻す

① オブジェクトを長押しするか、選択して赤丸アイコンをタップする。 ② 除外したいオブジェクトをドラッグして、グループ外でドロップする。

③ 追加したいオブジェクトをドラッグして、グループ内でドロップする。 編集したいオブジェクトを選択して編集する。

⑤ オブジェクトをダブルタップするか、青丸アイコンをタップする。

ドラッグ

グループがアクティブな状態の時にグループ
全体を選択したい場合はグループを範囲選択し
てください。(範囲選択については2B-2)

Info 1

通常グループの要素をグループから除外する
際は、少し勢いをつけて、要素をグループの領
域外へ出して(ドラッグして)ください。 Info 2

状態の切り替えはアイ
コンのタップで行うこ
ともジェスチャで行う
ことも可能です。

3D グループオブジェクトとマグネットボックス 
グループオブジェクトの作り方やグループ解除の方法、マグネットボックスの使い方を解説します。

グループオブジェクトは、アクティブ/非アクティブを切り替えることによって、柔軟に
再編集することができます。また、アクティブ状態を維持しておくことで、さまざまな用
途に活用することができます。以下では、グループの状態切り替えについて確認します。

グループのアクティブ状態を切り替えて、オブジェクトを再編集する手順を確認します。

ドラッグ

ドロップ

ドラッグ

ドロップ

Sample
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4. マグネットボックス

マグネットボックスについて

マグネットボックスの追加をして編集してみる

(1) マグネットボックスをカード上に追加する

① オブジェクト追加パネルボタンをタップし
て、オブジェクト追加パネルを表示する。

② 「その他の項目」をタップして、オブジェ
クトのサムネイルを表示させる。

③ マグネットボックスをドラッグしてカー
ド上にドロップする。

(2) マグネットボックスの外観を編集する

④ マグネットボックスを選択してツールパネ
ルを表示し、「外観の編集」を選択する。

⑤ 「枠・下線の編集」を選択して、ボック
スの枠線や背景を設定する。

⑥ ボックス右下の黄色のアイコンをドラッ
グして、サイズを調整する。

マグネットボックスにオブジェクトを追加・除外したり、アクティブ状態を切り替える方法は自動整列グループと同じのため、ここ
では解説を省略します。詳しくは3D-3を参照ください。

Point !

色を変更 サイズを変更

ドラッグ
ドロップ

非アクティブアイコン： 
非アクティブなマグネットボックスを選択する
と、左上に赤丸のアイコンが表示されます。こ
のアイコンをタップすると、ボックスをアクティ
ブにすることができます。

【アクティブなマグネットボックス】 
アクティブなマグネットボックスはボックスの中の要
素を出し入れしたり、配置を換えたり、個別に編集し
たりすることができます。

【非アクティブなマグネットボックス】 
非アクティブなボックスはひとつのオブジェクトとし
て扱われ、ボックスの中の要素を出し入れしたり個別
に編集したりすることはできません。

アクティブアイコン： 
アクティブなボックスには半透明の白背景がつ
き、ボックスの左上には常に青丸のアイコンが
表示されます。このアイコンをタップすると、
ボックスを非アクティブにすることができます。

グループ上を
ダブルタップ

グループ上で
長押し

状態の切り替えはアイ
コンのタップで行うこ
ともジェスチャで行う
ことも可能です。

3D グループオブジェクトとマグネットボックス 
グループオブジェクトの作り方やグループ解除の方法、マグネットボックスの使い方を解説します。

マグネットボックスのアクティブ状態を切り替える手順について確認します。グループオ
ブジェクト同様、アクティブ状態を維持することで、様々な用途に活用できます。

マグネットボックスをカード上に追加して外観を変える手順を確認します。

ドラッグ

Sample
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1. 文字・自動整列グループ整列方法

整列方法の種類

3E その他の編集機能 
オブジェクトに設定することのできる様々な応用機能や、その他の設定について解説します。

オブジェクト内の各項目(文字)の寄せ位置を左寄せ・中央寄・
右寄せせから選択します。

(1) 寄せ位置(横方向)

オブジェクト内の各項目(文字)の寄せ位置を上寄せ・中央寄
せ・下寄せから選択します。

(2) 寄せ位置(縦方向)

オブジェクト内の各項目(文字)の間の間隔の有
無や間隔の幅を設定します。

(3) 間隔(横方向) (4) 間隔(縦方向)

オブジェクト内の各項目(文字)の間の間隔の有
無や間隔の幅を設定します。

(5) 整列方向

(6) 改行
オブジェクト内の各項目(文字)を横方向に整列
するか、縦方向に整列するかを設定します。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

オブジェクト内の各項目(文字)を一定の地点で
改行するか否かを設定します。(改行ポイント
の設定方法は3B-3を参照ください。)

【整列方法の設定】 
オブジェクトの中で、文字オブジェクトと自動整列グルー
プについては、オブジェクトの構成要素である文字・グ
ループ要素をどのように整列するかを設定することができ
ます。これらの設定は外観設定パネル内(3A-1)にある整列
方法設定パネルで行います。ここでは、整列方法設定パネ
ル内で行える設定について確認します。

外観設定パネル

自動整列グループ/マグネットボックスの寄せ位置を変えると、それに
応じてグループ/マグネットボックスの枠が広がる方向も変わります。

Info

Sample

整列方法設定パネル
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2. 高度な設定

高度な設定の各機能

オブジェクトに名前をつけておけます。イラ
ストやグループオブジェクトに名前をつけて
おくと、正誤判定(4C-3参照)や音声読み上げ
(4D-4参照)に使用できます。 

マグネットボックス(3D-4参照)の文字入力を
ONにすると、キーボードや音声入力で文字
を入力できるようになります。正誤判定機能
(4C-3参照)と組み合わせることも可能です。

オブジェクト自身の代わりに、複製されたオ
ブジェクトがドラッグされるようになります。
(学習モードでの挙動について1B-2を参照く
ださい。)

アクティブなグループやマグネットボックス
(3D-3参照)の中に追加可能なオブジェクトの
数を設定します。

自動整列グループとマグネットボックス(3D-
3, 4参照)が表示される度に中のオブジェクト
の並び順をランダムに入れ替えます。

オブジェクトの上に手書きできるように設定
します。手書きモードをONにすると、手書
きツールが表示されます。

オブジェクトの編集・移動ができないように
します。編集禁止設定したオブジェクト上を
触るとオブジェクトの中心に禁止マークが表
示されます。オブジェクトを再び編集可能に
戻すには禁止マークをタップします。

学習モード/学生用アプリでもカード直下の
オブジェクトをドラッグ移動できるようにし
たり、オブジェクトをカード直下にドロップ
できるようにします。(詳しくは1B-3を参照
ください。)

オブジェクトが点滅されるようにします。点
滅する速度を「遅・普・速」の三段階から選
ぶことができます。

(1) オブジェクトの名前を入力 (2) 文字入力モード (3) 複製ドラッグ機能

(4) ボックス編入数制限 (5) 自動シャッフル機能 (6) 手書きモード

(7) 編集禁止機能 (8) 学生モードでの移動制限解除

(9) オブジェクトの点滅表示

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

ドラッグ

ドラッグ

【高度な設定】 
オブジェクトには、ここまで見たような
機能の他にも様々な便利機能を設定する
ことができます。特に、クイズ形式の問
題などを作成する際に活用できる機能が
多く準備されています。 
これらの機能はツールパネル内の「高度
な設定」リストから設定可能です。

3E その他の編集機能 
オブジェクトに設定することのできる様々な応用機能や、その他の設定について解説します。

Sample

×

高度な設定パネル
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1. コピー/貼り付け

コピー・貼り付け操作時の画面

コピー： 
選択したオブジェクトをコ
ピーして、他のファイル・
カードに貼り付けられる
ようにします。

その場で複製： 
選択したオブジェクトを同
じカード内に複製します。

貼り付けボタン： 
コピーしたオブジェクトを
サムネイルで一覧表示しま
す。

クリップボード： 
コピーしたオブジェクトの
一覧です。サムネイルをド
ラッグしてカード上にオブ
ジェクトを追加できます。 
雲アイコンをタップすると、
オブジェクトを外部に送信
できます。

コピーして貼り付けてみる

(1) オブジェクトをコピーする

① コピーしたいオブジェクトを選択して
ツールパネルを表示させる。 

② 「コピーする/保存する」を選択する。

③ コピー・保存パネルで「コピー」を選
択する。

④ コピー確認メッセージを確認する。

(2) オブジェクトを貼り付ける

① オブジェクトを貼り付けたいカードに
移動して、オブジェクト追加パネルを
表示する。

② オブジェクト追加パネルで「コピーし
た項目の貼り付け」を選択して、クリッ
プボードを表示する。

③ 貼り付けたいオブジェクトのサムネイ
ルをドラッグして、貼り付けたい箇所
でドロップする。

(3) オブジェクトをその場で複製する

① コピーしたいオブジェクトを選択して
ツールパネルを表示させる。 

② 「コピーする/保存する」を選択する。 
③ コピー・保存パネルで「その場で複製」

を選択する。

クリップボードには9件までの
コピー履歴が残るので、まとめて
コピーしておいて貼り付けること
が可能です。

Info 1

サムネイル左上の雲アイコン(オ
ブジェクトのエクスポート機能)
については1C-2参照。

Info 2

ドラッグ
ドロップ

他のアプリから貼り付け： 
他のアプリでコピーした内容を貼
り付けることができます。

3F 編集補助機能を使う 
オブジェクトをより便利に編集するための様々なツールについて解説します。

オブジェクトをコピーして貼り付ける際の画面について
確認します。

オブジェクトをコピーして貼り付ける手順を確認します。また、オブジェクトをその場で
複製する手順を確認します。

Sample
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2. 外観情報のコピー/ペースト

外観情報コピーパネルの構成

3F 編集補助機能を使う 
オブジェクトをより便利に編集するための様々なツールについて解説します。

(2) 他のオブジェクトに外観情報を適用(ペースト)する

② 「文字のサイズ・属性をペースト」を選
択して、文字サイズや色、フォントがコ
ピー元と同じになったことを確認する。

③ 「スタイルをペースト」を選択して、枠
や背景のスタイルがコピー元と同じになっ
たことを確認する。

① 外観情報をコピーするオブジェ
クトを選択してツールパネル
を表示する。

② ツールパネルの「外観を変更する」を選択する。 
③ 「外観情報のコピー/ペースト」を選択して外観情報

コピーパネルを表示する。

④ 外観情報コピーパネル内で「外観情報を
コピー」を選択する。

① コピーした外観情報を適用したいオブジェクトを選択して、上記(1)の②～③と同様の手順で外観情報コピーパネルを表示する。

④ 「枠サイズをペースト」を選択して、枠・
背景のサイズがコピー元と同じになった
ことを確認する。

(1) オブジェクトの外観情報をコピーする

スタイルコピーパネルの構成

外観情報のコピー： 
選択したオブジェクトの位置情報や枠サイズ、外観のスタイル等の
設定情報をコピーします。文字の場合には、文字色やフォント、文
字サイズなどの設定情報をコピーします。

位置をペースト：オブジェクトの位置をコピー元のオブジェクトと同
じ位置に変更します。異なるカード上に配置されたオブジェクトを同
じ位置に配置したい時などに使うと便利です。 
枠サイズをペースト：オブジェクトの枠や背景のサイズをコピー元の
オブジェクトに合わせます。 
スタイルをペースト：枠や背景、下線などの設定をコピー元のオブ
ジェクトに合わせます。文字オブジェクトや自動整列グループの場合、
整列方法の設定もコピー元に合わせられます。 
文字のサイズ・属性をペースト：コピー元が文字オブジェクトで、か
つ、適用するオブジェクトに文字オブジェクトが含まれる場合、文字
オブジェクトのフォント・色・サイズがコピー元に合わせられます。

オブジェクトの外観のコピー・ペースト用のパネルの構成について確認します。

【外観情報のコピーとペースト】 
オブジェクトの外観に関する属性だけをコピーして、その属性を別
のオブジェクトに対して適用することができます。同じ設定を複数
のオブジェクトに対して行う際に操作の手間を省くことができます。

文字オブジェクトの外観情報をコピーして、別の文字オブジェクトに対して適用する流れ
を確認します。

Sample
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ドロップ

ドラッグ

3. アプリ内保存項目

アプリ内保存項目リストの構成

3F 編集補助機能を使う 
オブジェクトをより便利に編集するための様々なツールについて解説します。

アプリ内項目リストに
保存： 
選択したオブジェクト
に名前を付けて、アプ
リ内保存項目としてリ
ストに保存します。(複
数のオブジェクトをひ
とつの項目として保存
することもできます。)

リスト内に保存された項目： 
項目をタップすると、該当の
オブジェクトがサムネイルで
表示されます。サムネイルを
ドラッグすると、カード上に
追加できます。

アプリ内保存項目リスト： 
アプリ内に保存された項目の
リストです。項目の削除や名
前の変更、などができます。

再編集アイコン： 
タップすると、保存された項
目を再編集することができま
す。

(1) 保存時の画面 (2) 復元時の画面

【オブジェクトのアプリ内保存】アプリ内に保存項目として保存したオブジェクトは、好きな時
に別のファイル・ページに貼り付けて使い回せます。また、タッチ機能のリンク先に指定して、
オブジェクトのタップ時にポップアップ表示させることもできます。

アプリ内保存項目の活用

① 保存したいオブジェクトを選択してツールパネルを表示する。

(1) オブジェクトをアプリ内保存項目として保存する

② 「コピーする/保存する」を選択して
コピー/保存パネルを表示する。

③ 「アプリ内項目リストに保存」を選
択する。

④ 項目名入力フィールドが現れるので、
タイトルを設定して確定する。

(2) 保存した項目を取り出す(復元する)

① オブジェクト追加パネルボタンをタップして、オブジェクト追加パネルを表示する。

② 「アプリ内に保存した項目」
を選択してリストを表示する。

③ リスト内から取り出す(復元す
る)項目をタップする。

④ サムネイルをドラッグして、
ページ上にドロップする。 リスト内の項目を削除し

たり項目名を変えたりする
手順や、項目を再編集する
手順は「プレゼンテーショ
ン項目の管理・編集」(5A-
4)で詳しく説明しています
ので、そちらを参照くださ
い。

Info 1

オブジェクトをアプリ内に保存して、別のファイルやページで使い回す手順について確認
します。

アプリ内保存項目としてオブジェクトを保存する際の画面、アプリ内保存項目を復元し
て取り出す際の画面の構成について解説します。

Sample
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Chapter. 4

Contents
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1. タッチ機能の概要

タッチ機能について

4A タッチ機能について 
Finger Board Pro の特徴であるタッチ機能 - オブジェクトをタッチした際にイベントを起こす機能 - について概観します。

オブジェクトにタッチ機能を設定することで、オブジェクトをタッチした際に様々なイ
ベントが起きるようなインタラクティブな機能をもったカードが作れます。

タッチ機能設定パネル

表示の切り替え： 
オブジェクトがタッチされた時に、表示の
切り替えを行うための設定をします。

正誤判定結果： 
オブジェクトがタッチされた時にクイズ等
の正解・不正解の結果を表示するための
設定をします。

埋め込み・リンクの表示・再生： 
オブジェクトがタッチされた時に文字・画
像・動画・音声等の埋め込み・リンク情
報を表示・再生するための設定をします。

タッチ機能の設定は「タッチ機能設定パネル」から行います。ここでは、タッチ機能設
定パネルの概要を見ます。

① 任意の文字や画像をポップアップ表
示する。

④ 別の画像や文字に表示を切り替え
る。タップする度に、次々と別の
オブジェクトに切り替えていく。

② 録音した音声を再生したり、文字
の読み上げ機能で読み上げを行う。

③ ウェブ上にある動画や端末内に保
存した動画を再生する。

⑥ 正解/間違いマークを表示したり、
指定の条件で正誤判定を行って結
果を表示する。⑤ タップする度に、文字や画像を表

示したり隠したりする。

動画閲覧
音声再生

ポップアップ

隠す/表示する別のオブジェ
クトを表示

クイズ結果

タップ

タッチ機能設定パネル(上) タッチ機能設定パネル(下)



44

1. オブジェクトの表示・非表示の切り替え

表示・非表示の切り替えの設定例

① タッチ機能を設定するオブジェクトを
選択して、ツールパネルを表示する。 

② 「タッチ機能を追加する」を選択して
タッチ機能設定パネルを表示する。

③ タッチ機能設定リストの「表示/非表示
の切り替え」を選択する。(機能が有効
になると、文字がオレンジ色に変わり
ます。)

④ オブジェクトをタッチしてみて、タッ
チする度に表示・非表示が切り替わる
ようになったか確認する。

表示・非表示切り替え詳細設定パネル

オブジェクトに枠/背景/下線が設定されている場合、
オブジェクトが非表示にされても、枠/背景/下線は表示
されたままになります。

Info 1
表示・非表示の切り替えがONになっているオブジェクト

はカードが表示される度に自動的に非表示になります。この
設定は、オプション設定パネルで変更することができます。

Info 2

4B オブジェクトの表示を切り替える 
オブジェクトをタッチした際に表示を切り替えたり、正解マークや間違いマークを表示する方法を解説します。

タッチ機能を使って、オブジェクトに触れるとオブジェクトが隠れたり表示されたりす
るように設定します。

Sample

初期状態の設定：初期状
態で非表示にしておくか、
前回の表示状態を引き継
ぐか設定します。

リモート機能の設定：リモー
ト機能(別のオブジェクトの表
示・非表示を切り替える)の設
定をします。

リモート機能の設定例

① オプション設定パネルで、親オブジェクト(表示切り替えのスイッチとなる
オブジェクト)を設定します。

② オプション設定パネルで、子オブジェクト(表示・非表示を切り替えるオブ
ジェクト)を設定します。

③ 親オブジェクトをタップして、子オブジェクトの表示が切り替わることを
確認します。

表示・非表示切り替え設定パネル

表示・非表示切り替え詳細設定パネルでは、表示・非表示切
り替えに関する詳細設定を行うことができます。

「リモート機能」を使うことで、別のオブジェクトをスイッチとして、表
示・非表示の切り替えを行うことができます。
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2. スライドショー機能

スライドショーの概要

スライドショーの設定例

4B オブジェクトの表示を切り替える 
オブジェクトをタッチした際に表示を切り替えたり、正解マークや間違いマークを表示する方法を解説します。

タップする度に次のオブジェクトが表示される、スライドショー機能の概要について確
認します。

Sample

タップ タップ

タップ

【スライドショーオブジェクト】 
自動整列グループオブジェクトをスライドショーオブジェクトに設定すると、オブジェクトをタップする度に、オブジェクトの表示が切り替わるよ
うになります。

① 切り替え表示したいオブジェクトから自動整列グループ(3D-2参照)を作ります。

② 自動整列グループを選択し、ツールパネルからタッチ機能リストを表示させます。 
③ タッチ機能リストから「スライドショー再生」を選択します。(自動整列グループ

の先頭のオブジェクトのみが表示されます。)

④ スライドショー設定したオブジェクトをタップしてメニューバーを表示し、「スラ
イドショー再生」を選択して、オブジェクトが切り替わることを確認します。

スライドショーオブジェクトの表示方法の詳細を設定
することができます。

スライドショー詳細設定パネル

スライドショーの詳細設定

アプリのモードを「提示モード/学習モード」(1B-2)にする
と、オブジェクトをタップするだけでスライドショーが切り替
わります。

Info

スライドショーオブジェクトを
作ってみます。

自動整列グループ
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正解(間違い)音声の設定： 
正解した際に流す音声を
設定します。音声は音声
素材ファイルリスト(1A-6
参照)内から選択します。

正解(間違い)マークの
設定： 
正解した際に表示する
マークを設定します。
音声はアプリ内保存項
目(3F-3参照)内から選
択します。

1. 正解マーク・間違いマークの表示

2. 正解マーク・間違いマークのカスタマイズ

正解・間違いマーク、音声のカスタマイズ

4C オブジェクトに正誤判定結果を表示する 
オブジェクトをタッチした際に表示を切り替えたり、正解マークや間違いマークを表示する方法を解説します。

正解・間違いマークや音声は自由にカスタマイズすることができます。学習者のモチベー
ションをあげるようなマークや音声を作成しましょう。

Sample

正誤判定の設定されたオブジェクトにリンク・埋め込み情報
を設定(4D参照)すると、正解・間違いマークの表示後にヒント
や正答を提示することができます。

正解・間違いマークの表示の設定例

① タッチ機能を設定するオブジェクトを
選択して、ツールパネルを表示する。 

② 「タッチ機能を追加する」を選択して
タッチ機能設定パネルを表示する。

③ タッチ機能設定リスト内の「間違いマー
クを表示」を選択する。(機能が有効に
なると、文字がオレンジ色に変わりま
す。)

④ オブジェクトをタッチしてみて、間違
いマークが表示され、間違い音声が再
生されるようになったかどうか確認す
る。

アプリのモードを「提示モード/学習モード」にすると、オブ
ジェクトをタップするだけで正解・間違いマークが表示されます。

Info 2
Info 1

タッチ機能を使って、オブジェクトに触れると正解マークや間違いマークが音声と共に
現れるように設定します。

デフォルトの正解
マーク

カスタマイズした
正解マークの例

カスタマイズ設定はコピー・ペーストすることができます。
よく使う設定はペーストで使い回すと便利です。

正解・間違いマーク・音声カスタマイズパネル

カスタマイズした正解・間違いマーク、及び音声が含ま
れるファイルを送信する際には、最終版として書き出して
ください(書き出し方法の詳細は1C-1参照)。編集中として
書き出した場合には、カスタマイズされたデータは添付さ
れません。

Info 3

Info 4
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3. 正誤判定と結果の表示

正誤判定の設定例

(a) 回答欄ボックスを設定する

① カード上に回答欄として使用するマグ
ネットボックスを配置する。

② マグネットボックスの色やサイズを設定
する。 

③ マグネットボックス内に正解の状態を作
る。

(b) 正誤判定を有効にする

④ 回答欄用のマグネットボックスを選択し
てツールパネルを表示する。

⑤ 「タッチ機能を設定する」を選択してタッ
チ機能設定リストを表示する。

⑥ 「正誤判定」をタップして正誤判定を有
効にする。(文字色が変わります。)

(c) 正答を設定する

⑦ 「正誤判定」の右側の「i」マークを
タップして、正答設定パネルを表示する。

⑧ 「ボックス内の文字列を解答欄にペース
ト」をタップする。

⑨ 解答欄に正答が入力されていることを確
認する。

(d) 正誤判定を確認する

⑩ マグネットボックス方をタップしてメ
ニューバーを表示する。 

⑪ 「正誤判定を表示」を選択する。

⑫ 正解マークが表示されることを確認する。
(回答が間違っている場合に間違いマー
クがでるかも確認してください。)

＊マグネットボックスの詳細については3D-4を参照ください。

アプリのモードを「提示モード/
学習モード」(1B-2)にすると、オブ
ジェクトをタップするだけで正解・
間違いマークが表示されます。

イラストやグループオブジェクト
を正答欄に入れて正誤判定するには、
オブジェクトに名前を設定(3E-2参
照)してください。

Info 2

Info 1

4C オブジェクトに正誤判定結果を表示する 
オブジェクトをタッチした際に表示を切り替えたり、正解マークや間違いマークを表示する方法を解説します。

タッチ機能とマグネットボックスの機能を組み合わせて、答えが正しいかどうか判定し
て結果を表示するように設定できます。以下では、この手順について解説します。

Sample
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1. ポップアップメモ機能の概要

 ポップアップメモ設定時の画面

ポップアップメモ： 
設定された文字や画像をポップ
アップで表示します。 
画面上の何もないところをタッ
プすると、ポップアップを消す
ことができます。

再編集アイコン： 
このアイコンをタップすると、
ポップアップの内容を再編集す
ることができます。

新規作成： 
ポップアップメモ編集画面
を表示して、メモの内容を
新規に作成します。

保存された項目にリンク： 
アプリ内保存項目として保
存されたオブジェクトをポッ
プアップメモの内容として
設定します。

完了ボタン： 
ポップアップメモの作成を
完了します。

ポップアップメモ詳細設定
ボタン： 
ポップアップメモ詳細設定
パネルを表示します。メモ
の背景の種類や表示位置な
どを設定できます。

【文字・画像のポップアップ表示】 
オブジェクトをタップすると吹き出しで画像
や文字がポップアップ表示されます。 
追加情報やヒントになるような情報を埋め込
んでおいて、好きなタイミングで確認するの
に使えます。

ポップアップメモ機能の概要

(1) ポップアップメモ設定リスト (2) ポップアップメモ作成ステージ

(4) ポップアップメモメニュー

(6) ポップアップメモ
編集メニュー

(5) ポップアップメモ

「メモを再編集する」： 
ポップアップメモの内容を
再編集します。

「メモをコピーする」： 
ポップアップメモをコピー
して、他のオブジェクトに
貼り付けられるようにしま
す。

「メモを削除する」： 
ポップアップメモを削除し
ます。

編集メニューを表示ポップアップメモを表示

 ポップアップメモ確認時の画面

ポップアップメモの作成時に使用する項目・画面の構成について確認します。

ポップアップメモの確認時に使用する項目・画面の構成について確認します。

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

タッチ機能を使うと、オブジェクトをタッチした時にポップアップメモが表示されるよ
うにすることができます。

(3) ポップアップメモ詳細設定パネル
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2. ポップアップメモ機能の設定

 ポップアップメモを作成してみる

① タッチ機能を設定するオブジェクトを
選択してツールパネルを表示させる。 

② 「タッチ機能を設定する」を選択して
タッチ機能リストを表示する。

③ 「文字・画像をポップアップ表示」を
選択してポップアップメモ設定リストを
表示する。

④ ポップアップメモ設定リスト内から「新
規作成」を選択してポップアップメモ
編集ステージを表示して、ポップアップ
メモの作成を開始する。

④ オブジェクト追加パネルを表示して、
ポップアップメモの内容となるオブジェ
クトをポップアップメモ編集ステージ
上に追加・配置していく。

⑤ オブジェクトの追加・配置が完了した
ら、完了ボタンをタップして編集を終
了する。(編集ステージが閉じられて、
元の画面に戻ります。)

⑥ オブジェクトをタップしてメニューバー
を表示する。 

⑦ 「文字・画像をポップアップ表示」を
選択してポップアップメモを表示する。

 ポップアップメモの削除・再編集操作の例

① ポップアップメモを設定したオブジェクト
をタップして、メニューバーを表示する。 

② 「タッチ機能の編集・削除」を選択して、
編集メニューを表示する。

② 任意の項目を選択して、再編集・コピー・
削除を行う。

ポップアップメモの埋め込みは、埋め
込む内容となるオブジェクトを、他の
オブジェクトの上にドラッグ＆ドロップ
することで行うことも可能です。

Info 2

ポップアップメモ内のオブジェクトに
もタッチ機能を設定することができます。
この場合、ポップアップメモ内に表示さ
れた該当オブジェクトをタップすると、
タッチ機能が呼び出されます。

Info 3

アプリのモードを「提示モード/学習モード」(1B-2)にすると、オブジェクトを
タップするだけでポップアップメモが表示されます。

Info 1

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

ポップアップメモを表示するタッチ機能を設定して、表示させてみます。

設定したポップアップメモを削除・再編集する手順を確認します。

Sample
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3. 音声再生機能の概要

タッチ機能音声の設定時に使うパネルの構成について確認します。 音声設定時の画面

録音を開始： 
iPad / iPhone のマイクを使用して、そ
の場で録音を行います。録音した音声が
埋め込まれます。

音声ファイルにリンク： 
Finger Board Pro の音声ライブラリ内に
取り込んである音声を選択して、リンクし
ます。

iTunes ミュージックにリンク： 
iTunes ミュージック内の音声を選択し
て、リンクします。(著作権保護された音
声はリンクされません。)

(1) タッチ機能音声設定リスト

 音声確認時の画面

10秒戻る 再生/停止 10秒進む

2秒戻る 2秒進む

外部ファイルとして 
書き出す/埋め込む： 
オブジェクトに埋め込
まれた音声を外部ファ
イルとして書き出して
リンク音声に変更した
り、外部ファイルとし
てリンクされた音声を
オブジェクトに埋め込
んだりします。

音声をコピーする： 
オブジェクトに埋め込まれた音
声やリンク情報をコピーします。

詳細設定を表示： 
詳細設定パネルを表示
して、音声の自動再生
や再生アイコンの表示
設定などの詳細設定を
行います。

音声を削除する： 
オブジェクトに埋め込まれた音
声やリンク情報を削除します。

音声を再生 編集メニュー
を表示

再生コントロール
を表示

(2) 音声メニュー (5) 音声編集メニュー

(3) 音声再生
アイコン

(4) 音声再生 
コントロール

音声をリンクとして設定した場合、ファ
イル送信の際に「最終版として書き出し」
を選択しないと、送信先で音声を再生する
ことができません。

Info 

 音声再生機能の概要

【音声の再生】 
オブジェクトをタップすると音声が再生されます。音声は2秒
/10秒の単位で巻き戻したり早送りしたりできます。 
発音を確認したり、聞き取り練習をしたりするのに使えます。

タッチ機能を使って音声を聞く際の画面について確認します。

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

タッチ機能を使うと、オブジェクトをタッチした時に指定した音声が再生されるように
することができます。

音声読み上げ： 
OSの読み上げ機能を使って、音声を読
み上げます。



51

4. 音声再生機能の設定

 音声を録音して埋め込んでみる

① タッチ機能を設定するオブジェクトを
選択してツールパネルを表示させる。 

② 「タッチ機能を設定する」を選択して
タッチ機能リストを表示する。

③ 「音声を再生」を選択してタッチ機能
音声設定リストを表示する。

④ タッチ機能音声設定リスト内から「録
音を開始」を選択して録音を開始する

⑤ 録音内容をマイクに向けて話して、終わっ
たら「停止」をタップする。

⑥ 録音内容がよければ「完了」を選択す
る。録音し直す場合は「やり直す」を
選択する。

⑦ オブジェクトをタップしてメニューバー
を表示する。 

⑧ 「音声を再生」を選択して音声が再生
されることを確認する。

【ファイルサイズについて】 
同じ音声を複数使用する場合は、

ファイルの書き出し時に「最終版と
して書き出し」(1C-1)を使うように
してください。 
「最終版として書き出し」を選択

すると、同じ音声をひとつのファイ
ルとして書き出すので、ファイルサ
イズを小さくすることができます。 
＊最終版として書き出すと、ファ

イルは編集できなくなるので、編集
中のファイルの場合は「最終版とし
て書き出し」を使用しないでくださ
い。

Info 1

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

その場で音声を録音して、タッチ機能用の音声として埋め込んでみます。

Sample

 音声再生の詳細設定

詳細設定パネルでは、音声再生に関するオプション
設定を行うことができます。

アプリのモードを「提示モード/学
習モード」(1B-2)にすると、オブジェ
クトをタップするだけで音声の再生が
開始します。

Info 2

音声再生詳細設定パネル

【音声読み上げ機能について】 
読み上げを設定した場合、設定し

たオブジェクトがテキストの場合に
は、そのテキストが読み上げられま
す。オブジェクトに名前が設定(3E-
2参照)されている場合、その名前が
読み上げられるので、イラスト等に
名前を設定しておけば、イラストを
タップして読み上げを行うことも可
能です。 
読み上げ機能を有効にしたら、必

ず読み上げ言語を設定します。

Point !
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5. 動画再生機能の設定

動画タッチ機能設定の概要

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

動画タッチ機能の設定画面の概要について解説します。

or

(1) リンク動画設定リスト

(3) 動画ファイルリスト

(2) YouTubeリンク
入力パネル

YouTubeの「共有」タブから共有
コードを取得するか、該当の動画の
URLから共有コードを取得して、
YouTubeリンク入力パネルに入力
します。

オブジェクトをタップした時にウェブ上
の動画(YouTube)や、端末に保存された
動画が再生されるように設定できます。

動画再生の概要

10秒/2秒戻る 再生/停止 2秒/10秒進む

フルスクリーン再生ボタン： 
フルスクリーン再生に切り替
えます。

再生開始位置設定ボタン： 
このボタンをタップして、現
在の位置から再生が始まるよ
うに設定できます。

ウィンドウロックボタン： 
このボタンをタップすると、
ロックのON/OFFを切り替え
られます。ロックしておくと、
ページ上をタップしても再生
ウィンドウが消えません。

ドラッグ用ハンドル： 
パネルの端のハンドルをドラッグすると、
パネルを移動させることができます。

(4) 動画再生ウィンドウ

動画の再生はウィンドウ表示/フルスクリーン表示を切り替えられます。再生ウィンドウの位置は自由に移動できます。また、ウィンドウの非表示化
をロックしたり、再生開始位置を変更したりするなどの設定も可能です。動画は10秒/2秒の単位で巻き戻したり早送りしたりことが可能です。

動画タッチ機能による動画の再生画面について解説します。

動画タッチ機能の設定例 オブジェクトをタップした時に端末内の動画が再生さ
れるように設定してみます。

① オブジェクトを選択してツールパ
ネルを表示し、「タッチ機能を設
定」を選択します。

② 「動画を再生」を選択し、「動画
ファイルにリンク」を選択します。

③ リンクしたい動画を選択して「は
い」を選択します。

リンクしたい動画を動画
ファイルリストに追加して
おいてください(動画・音声
等の素材ファイルの追加方
法は1C-3参照)。

Info 1

メインファイルを送信す
る際、リンクした動画ファ
イルは添付されません。ま
た、動画ファイルの名前を
変えると、リンクが無効に
なります。

Info 2
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埋め込み・リンクの設定されたオブジェクトをタップした際に表示される
メニューバーから埋め込み・リンクのコピーや削除を行うこともできます。

6. 埋め込み・リンク設定オプション

埋め込み・リンクのオプション概要

リモート機能の設定例

4D オブジェクトに情報を埋め込み・リンクする 
オブジェクトをタッチした際にメディアが再生されたり文字・画像が表示されるなど、様々な情報が提示されるようにします。

埋め込み・リンク機能のオプション機能の概要を解説します。

Sample

埋め込み・リンクのコピー： 
選択中のオブジェクトに設定された埋め
込み・リンク情報をコピーします。

埋め込み・リンクのペースト： 
コピーされた埋め込み・リンク情報を選
択中のオブジェクトにペーストします。

埋め込み・リンクの削除： 
選択中のオブジェクトに設定された埋め
込み・リンク情報を削除します。

リモートスイッチ(親)設定： 
同じIDを持つ別オブジェクトの
埋め込み・リンク情報を呼び出
せるようにします。

(3) リモートスイッチ設定パネル

(2) タッチ機能編集ボタン

リモートスイッチ(子)設定： 
同じIDを持つ親オブジェクトを
タップした際に、リンク・埋め
込み情報を呼び出せるようにし
ます。

リモートID設定： 
リモート機能の親オブジェクト
と子オブジェクトに同一IDを設
定します。

Info

① オブジェクトに埋め込み・リンク
機能を設定します。(ここでは埋
め込み音声を設定(4D-4参照)し
ています。)

② 音声を埋め込んだオブジェクトを選択してリモートの子として
設定し、IDを設定します。

③ 埋め込み・リンクの呼び出しスイッチとなるオブジェクトを選
択してリモートの親として設定し、②と同じIDを設定します。

④ 呼び出しスイッチとして設定した
オブジェクトをタップして、埋め
込み・リンク情報が呼び出される
ことを確認します。

埋め込み・リンク情報を呼び出すスイッチを設定することで、他のオブジェクトをタップし
て埋め込み・リンク情報を呼び出せるようにします。

(1) タッチ機能設定パネル
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Chapter. 5

Contents
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1. プレゼンテーション機能の概要

1

2

3

5A

 カードをプレゼンテーションカードとして使う

二本指タップ

二本指タップ

二本指タップ

【プレゼンテーション機能とは？】 
- プレゼンテーション機能を使用すると、各オブジェクトを初めからカード上に配置しておくのではなく、好きなタイミングで
オブジェクトをカード上に出現させることができます。 

- プレゼンテーション機能を使うには、カード上に出現させたい順番でオブジェクトをプレゼンテーション項目として登録して
いくだけです。 

- プレゼンテーション項目をカード上に表示させるには、オブジェクトを出現させたい場所を二本指で同時にタップするだけで
す。一度タップすると一つ目に登録されたオブジェクトが出現し、もう一度タップすると二つ目に登録されたオブジェクトが
出現する…という具合に、カード上を二本指でタップする度に登録されたプレゼンテーション項目が一件ずつ出現します(プ
レゼンテーションリストには任意の数のプレゼンテーション項目を登録できます。)

(2) プレゼンテーション項目

(3) プレゼンテーション項目の表示

(1) プレゼンテーションリスト

【プレゼンテーション機能とタッチ機能の組み合わせ】 
オブジェクトをプレゼンテーション項目として保存しても、オブジェクトに設定されたタッ
チ機能は保持されます。従って、プレゼンテーション機能でカード上にオブジェクトを追
加した上で、そのオブジェクトをタップしてタッチ機能を呼び出す、というような使い方
も可能になります。

Info

表示

表示

表示

プレゼンテーションリスト項目として保存さ
れたオブジェクトがリスト表示されています。
このリストに表示された順番でカード上に出
現します。

カードパックを除く全種類のオブ
ジェクトをプレゼンテーション項
目として登録できます。オブジェク
トにタッチ機能が設定されている
場合、タッチ機能も保持されます。

カードを使ってプレゼンテーションする 
カードをプレゼンテーションに使用する際に使えるプレゼンテーション機能について解説します。

カードをプレゼンテーションとして使うための「プレゼンテーショ
ン機能」について確認します。
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2. プレゼンテーション項目の登録

 プレゼンテーション項目登録画面

プレゼンテーションリストに保存： 
選択中のオブジェクトをプレゼンテー
ション項目として登録するためのタイ
トル入力フィールドを表示します。

タイトル入力フィールド： 
プレゼンテーション項目として登録するオブ
ジェクトにタイトルを設定します。「確定」
をタップすると、オブジェクトがプレゼンテー
ションリストに保存されます。 コピー・保存リスト

① プレゼンテーション項目に設定するオブジェ
クトを選択してツールパネルを表示する。 

② 「コピーする/保存する」を選択してコ
ピー・保存リストを表示する。

 プレゼンテーション項目を登録してみる

② コピー・保存リスト内から「プレゼンテー
ションリストに保存」を選択して、タイト
ル入力フィールドを表示する。

③ キーボードが出現するので、プレゼンテー
ション項目の名前を入力して、「確定」ボ
タンをタップする。

④ 上の①～③の手順を繰り返して、他のオブ
ジェクトをプレゼンテーション項目として
登録していく。

⑤ オブジェクト追加パネルを表示し、「プレ
ゼンテーション項目」を選択してプレゼン
テーションリストを表示する。

⑤ プレゼンテーションリスト内に、登録した
プレゼンテーション項目が保存されている
か確認する。

複数オブジェクトをひとつのプレゼンテーション項目として登録することもできます。この場合は、一度の操作で複数の
プレゼンテーション項目がカード上に表示されます。

Info

5A カードを使ってプレゼンテーションする 
カードをプレゼンテーションに使用する際に使えるプレゼンテーション機能について解説します。

オブジェクトをプレゼンテーション用オブジェクトとして登録する際の画面を確認します。

オブジェクトをプレゼンテーション項目として保存してみます。

Sample
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3. オブジェクトのプレゼンテーション表示

 プレゼンテーション項目の表示管理時の画面

二本指タップ

二本指タップ

① カード上の任意の箇所で二本
指タップする。(二本の指を同
時に画面に触れてください。)

② 1番目に登録したプレゼンテー
ション項目がカード上に現れ
たことを確認する。

③ もう一度、カード上で二本指
タップする。(項目を表示した
い箇所で二本指タップする。)

④ 2番目に登録したプレゼンテー
ション項目がカード上に現れ
たことを確認する。

① プレゼンテーション再生制御パネルアイコ
ンをタップして、制御パネルを表示する。

② 「進む/戻る」アイコンをタップして、次に
表示させたい項目を選択する。

③ 次に表示させる項目のタイトルがタイトル
表示欄に表示されていることを確認する。

① オブジェクト追加パネルを表示して「プ
レゼンテーション項目」を選択してプレ
ゼンテーションリストを表示する。

② プレゼンテーションに含めたくない項目
の横の「有効/無効」スイッチをタップ
する。

③ タップしたスイッチがオフになったこと
を確認する。(スイッチの緑色表示が消
えていればオフになっています)

(1) プレゼンテーション再生制御パネル (2) プレゼンテーション項目リスト

「進む/戻る」アイコン：次に表示する項目を選択します。

タイトル表示欄： 
次に表示する項目のタイ
トルが表示されます。

「再生」アイコン： 
次の項目をカード中央に
表示します。

「有効/無効」スイッチ： 
該当の項目をプレゼンテー
ション表示するかどうか
を切り替えます。スイッチ
がオフになっている項目
はプレゼンテーション表
示されません。

次に表示する項目のタイ
トルが強調表示されます。

 プレゼンテーション項目の表示と表示管理操作

(3) 特定のプレゼンテーション項目を表示させないようにする(無効にする)

(2) 次に表示する項目を手動で設定

(1) プレゼンテーション項目の表示

5A カードを使ってプレゼンテーションする 
カードをプレゼンテーションに使用する際に使えるプレゼンテーション機能について解説します。

プレゼンテーションの表示管理用の画面を確認します。

オブジェクトをプレゼンテーション表示してみます。また、表示する項目
を手動で指定する方法や、特定の項目をスキップする方法を確認します。

Sample
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4. プレゼンテーション項目の管理・編集

 プレゼンテーション項目の編集操作時の画面

ドラッグ
ドロップ

① リスト右上の設定アイコンを
タップして、編集モードにす
る。

② リストの右端に表示された三
本線のアイコン上に指を置い
て上下にスライドする。

③ 列全体が上下にドラッグされ
るので、目的の列までドラッ
グする。

④ 目的の列までドラッグしたら、
指を離してドロップする。

① 名前を変更したい項目の列の
上で長押しする。

② 入力フィールドが現れるので、
に新タイトルを入力する。

① 削除したい項目の上に指を置
いて左にスライドする。

② 削除ボタンが現れるので、タッ
プする。

① 再編集したい項目の列をタッ
プして、プレゼンテーション
項目サムネイルを表示する。

② サムネイルの左側の再編集ア
イコンをタップして、再編集
用のステージを表示する。

③ プレゼンテーション項目を再
編集する。 

④ 編集が終わったら、完了アイ
コンをタップする。

⑤ プレゼンテーションリストか
ら、再編集した項目を選択し
てサムネイルを表示し、変更
が反映されているか確認する。

(4) プレゼンテーション項目を削除する(3) プレゼンテーション項目の名前を変更する

(2) プレゼンテーション項目の表示順序を変更する

(1) プレゼンテーション項目の内容を再編集する

 プレゼンテーション項目の編集操作の例

プレゼンテーション項目
サムネイル： 
サムネイル左の再編集アイ
コンをタップして項目を再
編集できます。 プレゼンテーション項目リスト： 

項目の削除、名前の変更、並べ替えなど
ができます。また、プレゼンテーション
でスキップしたい項目の選択ができます。

スライド

5A カードを使ってプレゼンテーションする 
カードをプレゼンテーションに使用する際に使えるプレゼンテーション機能について解説します。

プレゼンテーション項目の内容を再編集したり、表示順序を変更したり、
項目のタイトルを変更したりする手順を確認します。

プレゼンテーション項目の編集操作用の画面を確認します。

Sample
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1. カードパックの概要

(6) プレイリスト再生

OFF ON

タップ

(5) ランダム再生

OFF ON

タップ

パック内の全てのカー
ドを表示していきま
す。

プレイリストに含ま
れたカードだけを表
示していきます。

パック内のカードを
先頭から順に表示し
ます。

パック内のカードを
ランダムな順序で表
示します。

(7) プレイリスト指定

OFF ON

タップ

現在のカードがプレ
イリストに含まれて
いません。

現在のカードがプレ
イリストに含まれて
います。

(1) カード番号

パック内の総カード
数と現在のカードの
番号を表示します。

(3) 戻るボタン

ひとつ前のカードを
表示します。長押し
すると、最初のカー
ドに戻ります。

(2) 進むボタン

次のカードを表示し
ます。長押しすると、
最後のカードに進み
ます。

【カードパック機能】 
- カードパックは、複数のカードをひとまとめにしたものです。任意の数
のカードを作成して、カードパック内に格納しておくことができます。 

- カード上には任意の数のカードパックを作成して配置しておくことがで
きます。 

- カードパック上では、通常のカード同様に、オブジェクトの追加・編集・
移動・削除・コピーペースト等の操作を行うことができます。

複数のカードを
ひとつのカード
パック内に格納
しておけます。

 カードパックについて

次/前のカードのサムネイルを表示： 
パック内のカードをサムネイル画像
で確認できます。

パック内カード数/番号： 
パック内の全カード数と現在のカー
ドの番号が表示されます。

カードパック詳細設定： 
カードパックのオプションを設定し
ます。

 カードパックの構成

(4) 終了ボタン

カードパックを閉じ
て、元のカードに戻
ります。

A. カードパック (閉じた状態)

B. カードパック (開いた状態)

タップしてパックを展開

カード上には複
数のカードパッ
クを作成して配
置できます。

パックを閉じる

5B カードをまとめてカードパックとして使う 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。

カードパック内のカードを表示するための画面・ボタン類について確認します。
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2. カードパックの基本操作

 カードパックの基本操作

① オブジェクト追加パネルアイコンをタッ
プして、パネルを表示する。 

② 「その他の項目」をタップする。 
③ カードパックのサムネイルをカード上

にドラッグして、ドロップする

(1) カードパックをカード上に追加する

① カードパックの上をタップすると、カー
ドパックが展開されて、パック内のカー
ドが表示されます。(パック内には初期
状態で5枚のカードが含まれていま
す。)

(2) カードパックを展開する

① パック内のカードにオブジェクトを配
置して、編集していきます。パック内
のカードは通常のカード同様にオブジェ
クトの追加や編集が可能です。

(3) パック内のカード上でオブジェクトを
編集する

① 「進む」アイコンをタップすると、次
のカードが表示される。(長押しすると、
一気に最後のカードに進みます。)

(4) 次のカードに進む (5) カードパックを閉じる

① 「閉じる」ボタンをタップすると、カー
ドパックが閉じられて、元のカードに
戻る。

ドラッグ

ドロップ

タップ

パック内カード

次のカード

元のカード

【カードパックの削除について】 
カードパックも他のオブジェクト

同様にサイズを変えたり移動したり
することができます。しかし、削除
操作については、他のオブジェクト
と異なり、やり直すことができませ
ん。カードパックを削除する際は注
意してください。

Point !

【パック内カードの管理について】 
パック内のカードも、通常のカー

ド同様に追加したり、削除したり、
並べ替えたりすることができます。
カードの管理操作については1A-5を
参照ください。

Info

5B カードをまとめてカードパックとして使う 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。

カードパックをカード上に追加し、パックを開いてパック内カードを編集する手順、パッ
ク内で次のカードに移動したり、パックを閉じたりする手順を確認します。

Sample
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3. カードパックのカード表示機能

 ランダム再生機能を設定してみる

① カードパックを開いて、カードを表示
する。

② ランダム再生ボタンをタップする。(ボ
タンのアイコンが白くなります。)

③ カード移動してみて、再生順がランダ
ムになっていることを確認する。

② 左上の☆マークのアイコンをタップす
る。(カードがプレイリストから外れる
と、☆マークが薄くなります。)

(1) カードをプレイリストから外す

③ 同様の手順で、表示しない(=スキップ
する)カードをプレイリストから外して
いく。

② プレイリスト再生ボタンをタップする。
(プレイリスト再生が有効になると、ボ
タンのアイコンが白くなります。)

③ カードを移動していき、プレイリスト
から外したカードが表示されないこと
を確認する。

① カードパックを開いて、表示したくな
い(=スキップする)カードを表示する。

① カードパックを開いて、先頭のカード
を表示する。

(1) プレイリスト再生機能を有効にする

 プレイリスト再生機能を設定してみる

OFF ON

OFF ON

非表示 表示

学生用アプリ (Finger Board for Students) にファイ
ルを送った場合、学生用アプリ側でもプレイリスト機能と
ランダム機能の有効/無効を切り替えることができます。

Info 1 カードパックのオプション設定で、「機能ボタン
OFF」にすると、ランダム再生ボタンとプレイリスト再
生ボタンを表示しないようにできます。

Info 2

5B カードをまとめてカードパックとして使う 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。

ランダム再生機能を設定して、パック内のカードをランダムな順序で表示してみます。

プレイリスト再生機能を設定して、プレイリストから外したカードがスキップされるよう
にしてみます。

Sample
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4. カードパックのクイズ向け機能の概要

(1) クイズのスコアを記録

(3) 自動 (強制) カード送り

パック内カードに正誤判定のクイズを作っ
ておいて、クイズのスコアを記録すること
ができるので、ゲーム感覚で楽しく学べる
＆達成感の得られる自習用教材を作成でき
ます。

チャレンジモードを使うと、クイズの結果
が出たら強制的に次のカードへと移動する
ようにできるので、クイズを「間違えられ
ない」という緊張感のあるエクササイズに
することができます。

制限時間機能を使うと、クイズに制限時間
を設けられるので、時間内にクイズを解く
ように集中して取り組まなければならない
ようなクイズを作ることができます。 
また、単純に経過時間を測定するタイマー
機能もあります。

(4) 制限時間つきのクイズ

 モチベーションを高める教材

(2) クイズ結果の詳細をチェック＆送信

どの問題で何回間違えたか等、クイズの詳
細結果をチェックして、表ファイルとして
送信することができるので、学生も教師も
注意点を把握して、レベルアップへと繋げ
ることができます。

自動で次のカードへ

自動で次のカードへ

 チャレンジ性の高い教材

【カードパックと自習用教材】 
カードパックは、ひとつのカードパックをひとまとまりのタスクとするような自習用教材の作成に生かすことができます。例えば、カー
ドパック内のカードに正誤判定つきのオブジェクトを配置して、一枚のカードを一問のクイズとして作成することができます。カード
パックには、カードパックを自習用教材として活用しやすくなるような様々なオプション機能が準備されています。このページでは、
それらのオプションの概要について説明します。(具体的な使い方については、次のページで説明しています。)

5B カードをまとめてカードパックとして使う 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。
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5. カードパックのクイズ向け機能を使う

 タイマー・クイズの設定例

(2) 制限時間を設定する

① カードパック詳細設定パネル内の「制
限時間」をONにして、右の入力欄に
制限時間を秒数で入力する。

② カードパックを開いて、残り時間が表
示され、カウントダウンされていくこ
とを確認する。

(3) チャレンジモードを設定する

① カードパック詳細設定パネル内の「ク
イズモード」と「チャレンジモード」
をONにする。

② カードパックを開いてクイズを解き、
自動で次のカードに進むことを確認す
る。

次のカードへ

(1) カードパック詳細設定パネルを開く

① カードパックを閉じた状態にして、オ
プションボタンをタップする。

② カードパック詳細設定パネルがポップ
アップ表示される。

③ 制限時間に達すると、時間切れを示す
メッセージダイアログが表示される。

② 最後のクイズを解くと、クイズの結果
と過去の履歴が表示されることを確認
する。

クイズモード・チャレンジモードの使用は各カードにひとつ
ずつ正誤判定が設定されていることが前提となっています。
(正誤判定の設定については4C参照) 
スコアは1カード1問として算定されるので、カード内にク

イズがなかったり、複数のクイズがあったりする構成にはしな
いでください。

カードパック内の「クイズの詳細結果を表示」を選択す
ると、詳細結果を確認して、表形式のファイルで送信でき
ます。カードパック詳細設定パネル内でカードパックに名
前を付けておけば、自動でファイル名に反映されます。ま
た、学生用アプリでユーザー名を設定しておくと、ユーザー
名がファイル名に含まれます。

Info 2 Point !

学生用アプリ (Finger Board for 
Students) では、カードパック詳細設定
ボタンをタップすると、以下の二つのオ
プションが表示されます。 
1. 元の状態に戻す：カードパック内の全

カードを、ファイルを受け取った時の
状態に戻します。正答の入力などの状
態がリセットされます。 

2. クイズの結果の表示・送信：クイズの
詳細結果を送信します。ユーザー名を
設定しておくと、ユーザー名がファイ
ル名に含まれます。

Info 1

5B カードをまとめてカードパックとして使う 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。

カードパックに制限時間を設定したり、チャレンジモードを設定したりしてみます。

Sample
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1. 手書き線の活用

5C カード上に手書きで書き込む 
カードをひとまとめにしたカードパックの使い方や、学習用のクイズ教材に活用するための便利機能について解説します。

① 画面下の手書きアイコンをタッ
プして、手書きモードをオンに
する。

② カード上で指をスライドさせる
と、手書き線が描画される。

③ ②の操作を繰り返して、画面上
に手書き線を描画していく。

④ カード上の何もないところをタッ
プすると、手書きモードがオフ
に戻る。

① 削除したい手書き線の上に指を
置いて、スライドする。

② 手書き線がドラッグされるので、
ゴミ箱の上まで持って行く。

③ ゴミ箱の上まで持って行くと、
ゴミ箱の蓋が開く。

④ ゴミ箱の蓋が開いた状態でドロッ
プすると、線が消える。

① 範囲選択かタップ選択で、手書
き線全体を選択する。

② 線を選択してツールパネルが現
れたら「グループ化する/分解す
る」を選択する。

③ グループ設定パネルの中から「グ
ループ化」を選択する。

④ 手書き線がグループ化されて、
一つのオブジェクトになってい
ることを確認する。

(3) 手書き線をグループ化してまとめる

(2) 手書き線を削除する

(1) 手書き線を描画する

① 手書きアイコン上で長押しする。

(4) 手書き線の初期状態を設定する

② 初期状態の色・太さを選択する。 描画後の手書き線の色や太さは、通常のオブジェクトの
色やサイズを変更するのと同じ方法でツールパネルから設
定することができます。詳しくは3B-1を参照ください。

Info 1

手書き線をグループ化したオブジェクトは、通常のグルー
プオブジェクト同様にタッチ機能を設定したりプレゼンテー
ション項目として利用したりできます。

Info 2

【手書き線】カード上には手書きで線や文字を書き込むことができます。手書き線は
他のオブジェクト同様に動かしたりグループ化したりすることができます。

オン オフ

オフ オン

スライド

ドラッグ

ドロップ

長押し



65

Chapter. 6

Contents
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1. アプリの挙動がおかしくなったら

6A アプリの不具合に対処する 
アプリに不具合が生じた際の対応方法について解説します。

(1) アプリを強制終了してみる (3) 状態を引き継がずに起動してみる(2) アプリを最新にしてみる

① ホームボタンを二度押しして、アプリケー
ション切り替え画面を出します。

② Finger Board のサムネイルを上にスワイ
プして、画面外に出すと、アプリが終了し
ます。

① Finger Board Pro のメイン画面下の「?」
アイコンをタップします。

② 「アプリの情報を表示」をタップして、ア
プリのバージョンを確認します。

③ App Store を立ち上げて、「購入済み」ア
プリを表示し、Finger Board Pro のバー
ジョンを確認します。

④ アプリが最新版でない場合はアップデート
をインストールします。

① (1)の①～②の手順でアプリを強制終了した
上で、設定アプリを起動します。

② 「設定」リストを下にスクロールして、
Finger Board Pro の項目を選択します。

③ 「前回終了時の状態を引き継ぐ」をオフに
してFinger Board を起動します。

④ 正常に起動したら、「前回終了時の状態を
引き継ぐ」をオンに戻しておきます。

アプリの挙動がおかしくなったら(1)アプリを強制終了＆再起動してみてください。それでも解決しない場合は、(2)アプリのバージョンを
確認して最新版でない場合はアップデートしてください。(1)と(2)でも解決しない場合は、(3)状態を引き継がずに起動してみてください。

二度押し

スワイプ

アプリ終了 再度起動

③ アプリを再度起動してみます。

バージョン 
確認
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